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【
要
約
】
　
1
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
に
か
け
て
展
開
し
た
ジ
ャ
ワ
の
梧
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
は
'
ほ
ぼ
中
～
東
部
ジ
ャ
ワ
の
水
田
の
共
同
占
有
が
優

勢
な
地
域
に
災
申
し
た
が
'
も
う
l
つ
の
中
心
地
芹
で
あ
っ
た
東
端
地
方
は
例
外
的
に
水
田
の
個
人
占
有
が
優
勢
な
地
域
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
東

端
地
方
.
 
t
J
抗
す
る
ブ
ス
キ
州
に
お
け
る
精
美
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
n
ソ
の
栽
培
用
地
の
確
保
が
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
'
そ
れ
が
当
該
段
階
の
ブ
ス
キ
社
会

に
お
い
て
如
何
な
る
正
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
分
析
し
た
o
そ
の
結
果
'
か
つ
て
筆
者
が
分
析
し
た
ス
ラ
バ
ヤ
の
如
き
共
同
占
有
地
域
に
お
け

る
如
-
'
デ
サ
の
共
同
体
的
結
合
を
維
持
・
温
存
し
っ
つ
借
地
し
た
の
で
は
な
-
'
こ
の
地
域
で
は
む
し
ろ
糖
業
の
借
地
が
農
民
層
の
分
解
を
促
進
す
る

一
因
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
六
六
巻
二
号
一
九
八
三
年
三
月

は

　

じ

　

め

　

に

筆
者
は
先
に
「
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ジ
ャ
ワ
農
村
社
会
I
l
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
め
の
ス
ラ
バ
ヤ
を
例
に
し
て
　
-
　
」
.
(
「
史

林
」
六
一
-
三
'
一
九
七
八
)
に
お
い
て
、
ス
ラ
.
ハ
ヤ
州
に
お
け
る
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
展
開
が
、
デ
サ
の
共
同
体
的
な
結
合
関
係
、
あ

る
い
は
デ
サ
首
長
の
権
力
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
水
田
の
共
同
占
有
や
定
期
割
替
制
は
む
し
ろ
こ
れ
に
よ

っ
て
温
存
・
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

と
こ
ろ
で
、
二
〇
世
紀
初
頭
、
ジ
ャ
ワ
・
マ
ゾ
ラ
の
オ
ラ
ン
ダ
政
庁
直
轄
支
配
の
も
と
に
置
か
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
住
民
の
水
田
を
借
地

①

も
て
栽
培
を
行
な
う
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
は
、
例
え
ば
一
九
〇
三
年
の
数
字
に
よ
れ
ば
一
四
七
を
数
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
半
は
中
、
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東
部
ジ
ャ
ワ
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
水
田
所
有
形
態
は
共
同
占
有
で
あ
-
'
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
で
は
ス

ラ
バ
ヤ
に
お
け
る
と
は
ぼ
同
様
の
や
-
方
で
栽
培
用
地
の
獲
得
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
東
端
地
方
O
o
s
t
h
o
e
k

に
位
置
す
る
ブ
ス
キ
州
の
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
、
い
さ
さ
か
事
情
が
異
っ
て
い
る
。
J
J
の
地
域
は
'
開
発
が
比
較
的
新
し
-

②

一
九
世
紀
以
降
に
は
じ
め
て
耕
作
が
開
始
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
土
地
は
開
墾
者
の
ヨ
ソ
地
j
o
s
o
と
し
て
世
襲
的
個
人
占
有
で
占
有
さ
れ
、
強
制

栽
培
制
度
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
こ
の
個
人
占
有
の
存
在
が
栽
培
や
そ
の
他
の
労
働
を
具
合
良
く
手
配
す
る
の
に
障
害
と
な
っ
て
い
る
と
い
わ

・

-

'

蝣

>

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

-

J

れ
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
、
強
制
栽
培
制
度
を
経
て
も
土
地
所
有
形
態
は
変
化
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
へ
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
始
期
に

は
依
然
と
し
て
性
袋
的
個
人
占
有
が
7
般
的
で
あ
-
、
デ
サ
の
共
同
体
的
な
結
合
も
あ
ま
-
強
-
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は

ス
ラ
バ
ヤ
と
は
違
っ
た
形
で
の
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経
営
が
行
な
わ
れ
へ
し
た
が
っ
て
ま
た
へ
糖
業
プ
ラ
ン
テ
-
シ
ョ
ソ
の
現
地
社
会
に

与
え
た
イ
ン
。
パ
ク
ト
も
当
然
、
違
っ
た
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
O
以
下
'
本
稿
で
は
、
先
ず
ブ
ス
キ
に
お
け
る
糖
業
プ

ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
展
開
を
歴
史
的
に
概
観
し
、
そ
の
発
展
が
ブ
ス
キ
農
村
社
会
の
構
造
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
の
か
を
考
察
し
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た
い
。

①
　
I
l
a
s
s
e
l
m
a
n
,
C
.
J
.
,
A
l
g
e
m
e
e
n
 
O
v
e
r
z
i
c
h
t
 
v
a
n
 
d
e
 
U
i
t
k
o
m
s
t
e
n
 
v
a
n

l
i
s
t
 
W
e
l
v
a
a
y
t
-
O
n
d
e
r
z
o
e
k
,
g
e
h
o
u
d
e
n
 
o
p
 
J
a
v
a
 
e
n
 
A
l
a
d
o
e
r
a
 
i
n
　
1
9
0
4
-

1
9
0
5
,
.
s
-
G
r
a
v
e
n
h
a
g
e
.
1
9
1
4
,
p
.
1
6
9
.

②
　
E
.
R
.
I
-
、
p
.
3
1
6
.
も
っ
と
も
t
 
F
o
k
k
e
n
s
.
F
.
,
E
i
n
d
r
e
s
u
m
6
.
.
.
0
n
d
e
r
z
o
e
k

n
a
a
r
d
e
 
V
e
r
p
l
i
c
h
t
e
 
D
i
e
n
s
t
e
n
 
d
e
r
l
n
l
a
n
d
s
c
h
e
 
B
e
v
o
l
k
i
n
g
o
b
J
a
v
a
 
e
n

M
a
d
o
e
r
a
,
I
-
(
2
)
.
B
a
t
a
v
i
a
,
1
9
0
2
,
p
.
1
1
4
.
に
よ
る
と
パ
こ
ュ
ワ
ン
ギ
県
の

土
地
占
有
形
態
は
固
定
持
分
制
共
同
占
有
で
あ
-
'
そ
れ
を
占
有
者
が
自
由
に
譲

渡
可
能
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
わ
れ
る
。

③
　
E
.
R
.
I
I
,
B
i
j
1
.
F
F
,
 
"
E
x
t
r
a
c
t
 
u
i
ニ
ー
e
t
r
a
p
p
o
r
t
v
E
i
d
e
;
こ
n
s
p
e
c
t
e
u
r

G
.
U
m
b
g
r
o
v
e
 
v
a
n
5
J
u
l
i
1
8
4
7
.
"
p
.
1
2
6
-
1
2
7

④
　
E
.
R
.
I
.
B
i
i
1
.
A
.
を
参
照
。

第
〓
早
　
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

1
　
「
自
由
」
栽
培
の
発
展

ブ
ス
キ
州
に
お
け
る
砂
糖
キ
ど
の
栽
培
は
、
既
に
強
制
栽
培
制
度
の
下
で
も
か
な
-
大
規
模
に
実
施
さ
れ
て
き
た
O
政
庁
と
契
約
を
結
ん
で
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梨
校
を
行
な
っ
て
き
た
の
は
'
ド
ゥ
二
・
-
ス
、
プ
ド
ヶ
ア
ン
へ
オ
レ
ア
ン
も
リ
ン
ギ
ソ
ア
ノ
ム
'
パ
ソ
ジ
ィ
I
の
五
つ
の
工
場
で
あ
っ
た
が
、

こ
-
w
'
-
-
・
'
*
=
エ
H
'
r
.
i
.
'
i
"
c
-
-
;
.
t
r
.
"
-
.
-
'
-
・
蝣
蝣
-
^
i
'
i
:
:
i
'
」
‥
"
.
蝣
*
蝣
'
・
"
?
'
小
.
;
'
サ
'
'
'
-
'
・
,
し
・
I
'
"
*
-
I
)
*
-
'
に
∴
山
T
2
-
:
.
'
'

-
/
蝣
蝣
'
'
-
.
'
蝣
1
'
.
1
i
'
-
Z
?
'
蝣
」
*
蝣
'
'
.
.
¥
山
・
り
∴
・

.
ッ
ラ
全
化
け
の
中
で
ブ
ス
キ
蒼
業
が
ど
の
幾
度
の
位
置
を
占
め
た
か
を
見
る
た
め
に
へ
例
と
し
て
一
八
五
四
/
五
五
年
の
栽
培
年
を
と
っ
て
比
較

す
る
と
、
工
E
.
P
殻
は
全
作
で
九
六
、
栽
培
面
積
は
四
〇
l
ハ
○
エ
バ
'
ハ
ゥ
で
あ
る
か
ら
'
ブ
ス
キ
州
は
そ
れ
ぞ
れ
五
・
二
%
、
五
・
四
%
を
占
め
る

こ
と
に
な
る
o
ま
た
も
同
年
の
ブ
ス
キ
州
の
砂
朽
生
産
口
重
九
四
三
六
二
・
九
六
ピ
コ
ル
、
一
.
ハ
ゥ
当
-
四
二
・
八
九
ピ
コ
ル
、
政
庁
へ
の
引
渡

し
抄
精
㍍
望
ハ
六
二
七
1
・
七
八
ピ
n
ル
と
い
う
数
字
は
'
生
産
量
で
七
・
〇
%
、
引
渡
し
量
で
七
・
六
%
を
占
め
も
バ
ゥ
当
-
生
産
量
は
各
州

H平
均
中
の
∩
l
B
l
日
間
で
あ
っ
た
o

さ
て
、
七
九
/
八
〇
年
の
栽
培
か
ら
は
'
い
わ
ゆ
る
砂
糖
法
の
規
定
に
よ
-
、
毎
年
l
三
分
の
l
づ
つ
政
庁
と
の
契
約
に
よ
る
強
制
栽
培
が

賃
小
さ
れ
t
か
わ
り
に
企
業
自
ら
が
住
民
の
農
地
を
借
-
て
実
施
す
る
「
自
由
」
栽
培
が
次
第
に
増
加
し
て
-
る
こ
と
は
周
知
の
通
-
で
あ
る

②が
'
こ
の
「
自
由
」
栽
培
そ
れ
自
体
は
既
に
七
〇
年
代
初
頭
に
は
か
な
-
広
-
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ブ
ス
キ
で
も
七
二
/
七
三
年
に
ド
ゥ
・
マ

③ー
ス
工
場
が
三
六
.
ハ
ゥ
の
土
地
を
借
地
し
て
栽
培
を
行
な
っ
た
の
を
皮
切
-
に
、
翌
年
か
ら
は
残
-
の
四
工
場
で
も
「
自
由
」
栽
培
が
開
始
さ

れ
次
第
に
拡
大
さ
れ
て
ゆ
き
、
強
制
栽
培
が
完
全
に
終
了
し
た
九
一
/
九
二
年
の
五
工
場
の
合
計
は
二
六
七
三
.
ハ
ウ
と
か
つ
て
の
政
庁
と
の
契

約
面
積
を
上
回
る
に
至
っ
た
o

さ
て
'
ジ
ャ
ワ
で
は
以
上
の
よ
う
な
強
制
栽
培
に
参
加
し
た
工
場
と
は
別
に
へ
「
自
由
」
栽
培
の
み
を
行
な
う
工
場
が
既
に
七
〇
年
代
初
頭

に
は
三
〇
ば
か
-
あ
-
'
中
に
は
マ
デ
ィ
ウ
ソ
の
プ
ル
ウ
ォ
ダ
デ
ィ
工
場
の
如
-
'
九
〇
〇
バ
ゥ
近
い
栽
培
面
積
(
一
八
七
l
年
)
を
持
つ
大
規

①摸
な
も
の
も
あ
っ
た
が
、
ブ
ス
キ
で
こ
う
い
っ
た
形
の
企
業
が
設
立
さ
れ
た
の
は
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
初

は
八
三
年
の
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
工
場
(
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
t
l
六
八
バ
ウ
)
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
工
場
(
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
'
三
一
〇
バ
ウ
)
で
あ
-
、
翌
八
四

年
に
は
ア
セ
ム
バ
グ
ス
工
場
(
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
二
四
〇
'
'
(
ウ
)
が
設
立
さ
れ
た
.
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
砂
糖
キ
ど
の
栽
培
が
行
な
わ

れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
で
も
、
カ
バ
ッ
ト
(
九
〇
年
栽
培
開
始
へ
三
〇
九
バ
ウ
)
へ
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
(
九
一
年
へ
三
三
六
.
,
(
ウ
)
、
ス
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＼

、

＼
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0
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コ
ウ
ィ
デ
ィ
(
九
四
年
二
一
三
〇
パ
ウ
)
の
三
工
場
が
開
設
さ
れ
、
ま
た
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
県
で
は
九
二
年
に
タ
ン
ガ
ラ
ン
工
場
(
四
六
九
バ
ウ
)
、
九

五
年
に
ナ
ン
カ
ー
ン
工
場
(
一
八
六
バ
ウ
)
が
栽
培
を
開
始
す
る
0

工
場
新
設
の
ピ
ー
ク
は
こ
の
時
期
ま
で
で
あ
-
'
そ
の
後
の
動
き
を
見
る
と
1
九
〇
二
年
に
早
-
も
ナ
ン
カ
ー
ン
工
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
の
を

は
じ
め
、
1
九
〇
四
年
に
は
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
工
場
、
l
二
年
に
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
工
場
、
〓
ハ
年
に
は
カ
バ
ッ
ト
工
場
が
操
業
を
終
了
す
る
な

ど
む
し
ろ
工
場
数
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
後
へ
　
二
〇
年
代
の
後
半
に
な
っ
て
'
従
来
、
州
内
で
唯
1
の
糖
業
の
な
か
っ
た
ジ
ュ
ン
ブ
ル
県
に

グ
ヌ
ソ
サ
リ
(
一
九
二
六
年
栽
培
開
始
'
九
〇
七
バ
ウ
)
、
ス
ム
ポ
ロ
(
二
七
年
'
三
三
三
四
バ
ウ
)
、
ブ
ダ
ド
ゥ
ソ
(
二
八
年
'
二
六
四
九
バ
ウ
)
の
三
つ
の

大
規
模
糖
業
が
建
設
さ
れ
、
第
二
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、
三
〇
年
代
に
入
-
世
界
恐
慌
の
影
響
を
被
る
と
、
第
一
表
、
第
二
表
に

示
し
た
如
-
三
l
/
三
二
年
ま
で
1
二
を
数
え
た
工
場
数
は
翌
年
に
は
半
減
、
生
産
の
や
や
回
復
し
た
一
九
四
〇
年
の
段
階
で
も
操
業
し
て
い

た
の
は
七
工
場
の
み
で
あ
っ
た
。

以
上
の
動
き
を
栽
培
面
積
の
推
移
で
見
る
と
、
強
制
栽
培
制
度
下
で
二
〇
〇
〇
バ
ゥ
前
後
だ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
終
了
し
た
九
一
/
九
二
年
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第二表　　30年代世界恐慌とブスキ糖業

に
は
四
八
二
九
バ
ゥ
、
1
九
〇
〇
/
〇
一
年

に
は
九
四
八
八
パ
ゥ
と
八
〇
～
九
〇
年
代
は

先
に
見
た
新
工
場
設
立
に
と
も
な
い
急
速
に

拡
大
す
る
。
こ
れ
以
降
へ
ブ
ス
キ
州
の
栽
培

面
積
合
計
は
ほ
ぼ
、
八
〇
〇
〇
～
九
〇
〇
〇

バ
ウ
代
を
上
下
し
、
そ
の
後
、
二
〇
年
代

後
半
に
な
っ
て
先
に
見
た
ジ
ュ
ン
プ
ル
県
で

の
三
工
場
新
設
や
既
存
の
工
場
の
栽
培
面
積

の
拡
大
な
ど
に
よ
-
、
二
六
年
に
初
め
て
一

〇
〇
〇
〇
バ
ゥ
を
越
え
、
ピ
ー
ク
の
二
九
/

三
〇
年
へ
三
〇
/
三
一
年
に
は
二
〇
〇
〇
〇

バ
ウ
以
上
に
達
す
る
。
し
か
し
'
恐
慌
の
影

響
で
三
二
/
三
三
年
に
は
五
九
一
四
.
ハ
ゥ
、

三
三
/
三
四
年
に
は
四
三
九
五
'
ハ
ゥ
と
激
務

し
、
三
九
/
四
〇
年
の
段
階
で
も
九
二
九
四

'
ハ
ウ
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
水
準
に
ま
で
し
か

c-,j

回
復
し
な
か
っ
た
。

さ
て
、
そ
れ
で
は
ブ
ス
キ
州
各
地
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
唐
業
が
栽
培
用
地
と
し
て
借
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糖業プラソテーショソとブスキ黒村社会(植村)

り
入
れ
た
水
田
が
全
水
田
面
積
に
対
し
て
ど
れ
程
の
比
率
を
占
め
て
い
た
の
か
を
、
二
〇
世
紀
初
頭
、
即
ち
先
述
の
如
-
、
工
場
新
設
の
ブ
ー

ム
が
1
段
汚
し
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
面
積
も
ほ
ぼ
安
定
し
た
時
期
に
例
を
と
っ
て
見
て
み
よ
う
。
第
三
表
右
端
に
掲
げ
た
の
は
、
M
.
W
.
E
.
B
e
-

z
o
c
k
i
,
B
i
j
1
.
I
I
I
.
に
我
せ
ら
れ
た
1
九
〇
三
年
当
時
の
各
郡
毎
の
耕
地
面
積
統
計
で
あ
る
0
　
こ
れ
を
利
用
し
て
、
各
県
毎
に
1
九
〇
二
/
〇

a

三
年
の
栽
培
面
積
の
比
率
を
計
算
し
て
み
よ
う
。
先
ず
'
ポ
ソ
ド
ゥ
ォ
ソ
県
で
は
両
管
区
併
せ
て
三
工
場
が
あ
-
、
そ
の
栽
培
面
積
合
計
は
二

二
三
二
バ
ゥ
だ
か
ら
比
率
は
七
・
七
%
で
あ
る
0
次
に
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
は
ユ
ハ
つ
の
糖
業
の
集
中
し
た
州
内
最
大
の
糖
業
地
帯
で
あ
る
が
、
比
率

は
二
〇
・
九
%
で
あ
る
。
'
ハ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
に
は
三
工
場
が
あ
-
、
比
率
は
三
一
・
五
%
を
占
め
る
。
以
上
の
う
ち
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
県
の
比

率
が
低
い
の
は
へ
　
こ
の
県
で
は
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
管
区
を
中
心
に
タ
バ
コ
栽
培
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
地
域
で
も
砂
糖
キ
ビ
が
住
民
農
業
と
輪
作
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
実
際
に
は
、
住

民
は
こ
こ
に
掲
げ
た
比
率
の
二
～
三
倍
の
水
田
を
糖
業
に
貸
し
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
.
以
上
の
よ
う
に
み
る
と
、
筆
者
が
前
稿
に
お
い
て

検
討
し
た
ス
ラ
バ
ヤ
州
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
に
お
け
る
比
率
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
か
な
-
の
水
田
部
分
が
権
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
貸

し
出
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
よ
く
も
そ
れ
が
住
民
経
済
に
与
え
た
影
響
も
か
な
-
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

2
　
栽
培
の
特
色

次
に
こ
の
地
域
の
糖
業
の
栽
培
の
特
色
を
若
干
見
て
お
-
こ
と
に
し
た
い
.
第
1
は
輪
作
法
の
問
題
で
あ
る
O
　
そ
の
方
法
を
見
る
と
、
強
制

⑦

栽
培
制
度
期
に
は
必
ず
し
も
三
年
輸
作
法
と
は
限
ら
ず
、
二
年
輪
作
法
や
四
年
輪
作
法
も
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
初
頭
の

状
況
に
つ
い
て
は
M
.
W
.
L
.
2
2
9
.
な
ど
の
記
述
か
ら
窺
わ
れ
る
。
ブ
ス
キ
県
で
は
、
二
年
間
、
米
を
栽
培
し
た
後
に
、
砂
糖
キ
ビ
を
植
え

る
と
あ
る
か
ら
、
三
年
輪
作
法
で
あ
ろ
う
。
パ
ナ
ル
カ
ン
県
に
つ
い
て
は
技
師
の
ベ
ン
メ
ル
　
V
a
n
 
B
e
m
m
e
l
　
の
報
告
に
輪
作
の
形
態
に
は

(
a
)
砂
糖
キ
ピ
　
ー
　
(
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
)
　
-
　
米
　
-
　
砂
糖
キ
ビ
、
(
b
)
砂
糖
キ
ビ
I
(
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
)
　
-
　
米
I
(
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
)

-
　
米
　
-
　
砂
糖
キ
ビ
、
(
C
)
　
砂
糖
キ
ピ
　
ー
　
(
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
)
　
-
　
米
I
米
I
米
-
・
・
・
砂
糖
キ
ど
の
三
通
-
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
　
(
a
)
　
は
二
年
輪
作
へ
　
(
b
)
　
は
三
年
輪
作
、
(
C
)
　
は
そ
れ
以
上
の
長
期
間
を
1
サ
イ
ク
ル
と
す
る
輪
作
法
で
あ
る
。
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砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
の
土
地
は
ス
ラ
バ
ヤ
の
場
合
と
同
様
、
概
ね
四
月
か
五
月
に
造
成
が
行
な
わ
れ
、
翌
年
の
六
～
一
〇
月
に
収
穫
と
い
う

⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

形
を
と
-
'
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
土
地
の
実
際
の
使
用
期
間
は
短
か
い
場
所
で
1
年
へ
最
も
長
-
て
二
〇
ヶ
月
程
度
が
普
通
で
あ
っ
た
。

な
お
'
ス
ラ
バ
ヤ
の
場
合
に
は
糖
業
へ
貸
し
出
す
直
前
の
水
田
に
は
契
約
で
早
稲
を
栽
培
す
る
こ
と
の
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
こ
の
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
　
M
.
W
.
E
.
1
4
2
.
に
よ
る
と
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
、
ブ
ス
キ
両
地
域
で
は
無
し

と
解
答
さ
れ
、
。
ハ
ナ
ル
カ
ソ
で
も
、
唯
1
の
例
外
と
し
て
、
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
工
場
が
バ
ゥ
当
-
I
 
I
 
O
の
割
増
金
を
支
払
う
こ
と
を
条
件
に
早

稲
栽
培
を
実
施
さ
せ
よ
う
と
し
て
'
何
年
か
前
に
五
〇
.
.
(
ゥ
だ
け
実
現
し
た
が
、
1
九
〇
四
年
以
来
、
行
政
側
の
勧
め
で
廃
止
し
た
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
.
I
(
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
で
は
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
郡
で
土
地
の
貸
出
時
期
が
迫
っ
て
い
る
場
合
に
、
早
稲
栽
培
を
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る

が
'
こ
れ
は
借
地
契
約
の
際
の
定
め
ら
れ
た
条
件
で
は
な
-
、
一
般
に
は
'
企
業
側
が
稲
の
収
穫
が
終
了
す
る
ま
で
待
つ
の
で
あ
っ
て
、
だ
か

ら
し
ば
し
ば
収
穫
が
貸
出
時
期
へ
大
幅
に
ず
れ
込
む
こ
と
も
あ
る
と
報
告
さ
れ
る
。

第
二
番
目
の
特
色
と
し
て
、
耕
作
法
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
ジ
ャ
ワ
糖
業
発
展
の
一
要
因
と
し
て
い
わ
ゆ
る
レ
イ
ノ
ソ
法
の
普
及
と
い

⑲

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
ブ
ス
キ
の
場
合
に
は
少
く
と
も
一
九
一
〇
年
代
初
ま
で
は
こ
の
方
式
は
な
か
な
か
定
着
し
な
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
o
　
以
下
も
　
こ
の
点
に
関
し
て
K
.
V
.
の
記
述
を
拾
っ
て
み
る
。
ブ
ス
キ
に
関
し
て
耕
作
法
の
記
事
が
出
て
-
る
の
は
一
八
七
五

年
が
最
初
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
プ
カ
ロ
ン
ガ
ン
と
パ
ス
ル
ア
ン
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
地
域
で
栽
培
に
レ
イ
ノ
ソ
法
が
適

用
さ
れ
た
が
、
そ
の
結
果
は
千
差
万
別
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
ス
ラ
バ
ヤ
や
ス
了
フ
ソ
で
は
概
し
て
こ
れ
は
極
め
て
秀
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
た

の
に
対
し
て
、
ブ
ス
キ
で
は
が
っ
か
-
さ
せ
ら
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
企
業
家
も
住
民
も
合
意
の
上
で
、
一
八
七
五
年
の
栽
培
に
は

こ
の
新
し
い
栽
培
法
は
全
-
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
」
(
p
.
1
8
7
.
)
　
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
l
八
七
八
年
の
報
告
で
も
「
ブ
ス
キ
で
は
数
年

前
に
試
験
的
に
栽
培
の
1
部
を
レ
イ
ノ
ソ
法
で
実
施
し
た
が
、
人
々
は
旧
い
栽
培
法
へ
完
全
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
　
(
p
.
1
8
6
.
)
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
ブ
ス
キ
で
は
七
四
年
に
初
め
て
レ
イ
ノ
ソ
法
を
試
み
た
の
だ
が
、
結
局
う
ま
-
い
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

更
に
K
.
V
.
1
8
9
1
.
に
「
土
地
耕
作
に
は
ほ
と
ん
ど
の
地
方
で
レ
イ
ノ
ソ
法
が
用
い
ら
れ
る
。
プ
ロ
ポ
リ
ン
ゴ
で
は
重
い
粘
土
質
の
土
地
だ
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糖業ブランチーシ_qソとブスキ良村社会(権村)

け
が
好
ん
で
こ
の
方
法
で
耕
さ
れ
る
O
　
ブ
ス
キ
で
は
企
業
も
住
民
も
旧
式
の
耕
作
法
b
r
o
e
d
j
o
e
l
a
n
の
方
を
好
む
.
」
　
(
政
庁
と
契
約
を
結
ん
で
強

制
栽
培
に
参
加
し
て
き
た
精
美
の
場
合
p
.
2
1
5
.
)
、
「
耕
作
は
い
わ
ゆ
る
改
良
レ
イ
ノ
ソ
法
で
行
な
わ
れ
る
が
、
ブ
ス
キ
と
ジ
ャ
バ
ラ
の
バ
ニ
ュ
プ

テ
ィ
工
場
は
例
外
で
、
こ
こ
で
は
旧
い
耕
作
法
(
b
r
o
e
d
j
o
e
l
a
n
)
が
用
い
ら
れ
る
.
」
　
(
「
自
由
」
栽
培
糖
業
の
場
合
P
.
2
1
8
.
)
と
あ
る
よ
う
に
'
他

の
地
域
で
は
レ
イ
ノ
ソ
法
や
そ
の
改
良
さ
れ
た
耕
作
法
が
普
及
し
て
ゆ
-
の
に
、
ブ
ス
キ
で
僧
九
〇
年
代
に
入
っ
て
も
依
然
と
し
て
旧
耕
作
法

が
好
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
へ
二
〇
世
紀
に
入
-
よ
う
や
く
レ
イ
ノ
ソ
法
の
適
用
が
始
め
ら
れ
て
か
ら
も
「
(
ブ
ス
キ
で
は
)
労
働
力
の

不
足
の
た
め
に
各
地
で
レ
イ
ノ
ソ
法
の
全
面
的
導
入
が
困
難
に
な
っ
て
お
-
、
一
部
の
土
地
は
な
お
常
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
翠
や
ヒ
ン
ヅ
-
翠
で
耕

㊦

さ
れ
て
い
る
o
」
と
あ
る
よ
う
に
、
な
か
な
か
定
着
し
に
-
か
っ
た
の
で
あ
る
.
こ
う
し
た
状
況
を
生
ん
だ
要
因
に
つ
い
て
は
へ
　
こ
の
地
方
で

⑫

は
牛
の
飼
育
が
盛
ん
な
の
で
耕
牛
の
数
が
多
-
、
翠
を
用
い
て
耕
す
旧
い
耕
作
法
に
と
っ
て
都
合
が
良
い
こ
と
へ
逆
に
レ
イ
ノ
ソ
法
を
行
な
う

⑬

に
は
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

さ
て
、
以
下
の
各
章
で
は
'
こ
の
よ
-
な
発
展
を
と
け
た
ブ
ス
キ
州
の
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
農
村
社
会
構
造
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

①
　
K
.
V
-
1
8
5
6
,
B
i
j
1
.
0
.
よ
-
算
出
。
ち
な
み
に
、
こ
の
年
の
.
ハ
ゥ
当
-
生
産

量
の
最
も
低
か
っ
た
の
は
ス
マ
ラ
ン
州
で
あ
-
l
九
・
四
四
ピ
コ
ル
'
ジ
ャ
ワ
・

マ
ゾ
ラ
全
体
の
平
均
は
三
三
・
二
九
ピ
コ
ル
で
あ
っ
た
。
な
お
へ
虫
制
栽
培
制
皮

開
始
直
後
の
こ
の
地
方
の
糖
業
の
状
況
は
不
詳
で
あ
る
が
t
 
B
u
r
g
e
r
,
D
.
H
.
,
D
e

O

ミ

s

l

u

t

t

i

n

g

 

v

a

n

 

J

a

v

a

'

s

 

B

i

n

n

e

n

 

l

a

n

d

 

v

o

o

r

h

e

t

 

W

e

r

e

l

d

v

e

r

k

e

e

r

,

1

9

3

9

,

W
a
g
e
n
i
n
g
e
n
.
p
.
1
3
2
-
1
3
3
.
に
よ
る
と
T
八
三
三
年
の
秒
鵬
キ
ビ
栽
培
面
積
は

プ
ロ
ポ
リ
ン
ゴ
と
併
せ
て
三
'
八
五
〇
や
ハ
ウ
で
あ
っ
た
o

⑦
　
K
.
V
.
1
8
7
3
,
p
.
2
1
8
,
お
よ
び
B
i
i
1
.
G
G
.
に
よ
る
と
'
ジ
ャ
ワ
・
マ
ゾ
ラ

全
体
の
政
庁
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
権
菜
中
'
一
八
七
二
年
に
は
一
九
へ
七
三
午

に
は
約
四
五
の
工
場
が
'
住
民
か
ら
の
借
地
上
に
栽
培
し
た
砂
糖
キ
ビ
'
又
は
住

民
か
ら
買
い
上
げ
た
砂
糖
キ
ビ
を
加
工
す
る
見
込
み
で
あ
る
と
い
う
。
両
者
を
併

せ
た
栽
培
面
積
は
七
二
年
が
六
七
三
.
ハ
ウ
'
七
三
年
が
二
〇
七
五
.
ハ
ウ
で
あ
る
と

い
う
。

③
　
た
だ
し
'
K
.
V
.
1
8
7
4
,
p
.
1
9
6
.
に
よ
る
と
こ
の
栽
培
は
火
事
の
た
め
半
分
以

上
が
焼
失
L
t
実
際
に
収
穫
で
き
た
の
は
〓
ハ
'
ハ
ウ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
t
 
K
.
V
.
1
8
7
3
,
B
i
j
1
.
G
G
.
に
よ
る
と
'
こ
の
前
年
に
ブ
ド
ウ
ア
ン
工
場
は

二
1
1
+
ハ
ウ
分
の
砂
糖
キ
ビ
を
住
民
か
ら
I
 
1
.
五
1
三
で
買
い
上
げ
t
 
L
'
三
二

〇
ピ
コ
ル
の
砂
糖
を
生
産
し
て
い
る
。

④
　
詳
し
-
は
、
K
.
V
.
1
8
7
3
、
p
.
2
1
9
.
及
び
B
i
i
1
.
H
H
.
を
参
照
.

⑤
　
工
場
新
設
の
動
向
へ
栽
培
面
積
の
推
移
に
つ
い
て
は
第
t
表
'
窮
二
表
参
照
0

な
お
、
こ
の
間
に
は
'
こ
れ
ら
の
新
設
さ
れ
た
工
場
の
他
に
も
い
-
つ
か
の
工
場

新
設
の
動
き
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
'
一
八
九
四
年
五
月
三
〇
日
に
は
<
蝣
"
,
・
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⑥

ア
レ
ン
ド
ゥ
ス
な
る
者
に
よ
-
ジ
ュ
ソ
ブ
ル
県
プ
グ
ル
郡
の
永
租
借
地
ス
ソ
ポ
p

l
号
地
及
び
二
号
地
に
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
m
ソ
を
開
設
す
る
申
請
が
出
さ
れ
'

九
七
年
二
月
四
目
付
第
二
〇
号
決
定
に
よ
-
'
栽
培
殻
大
面
積
三
五
〇
'
ハ
ウ
、
l

年
以
内
に
工
場
の
建
設
に
か
か
-
'
三
年
以
内
に
操
業
を
開
始
す
る
こ
と
を
条
件

に
認
可
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
t
 
l
九
〇
〇
年
に
は
o
・
X
・
-
>
蝣
　
ハ
ー
フ
テ
ン
な

る
者
が
'
ハ
ニ
ュ
ワ
ソ
ギ
県
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
郡
の
ク
"
,
リ
村
及
び
ス
ラ
テ
ソ
村
に
二

つ
の
工
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
院
い
出
て
'
翌
年
六
月
一
日
に
第
三
号
決
定
で
許

可
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
工
場
新
設
は
'
認
可
条
件
の
一
つ
で
あ
る

期
限
内
の
工
場
建
設
が
不
可
能
で
あ
っ
た
な
ど
の
理
由
で
認
可
取
消
し
処
分
に
な

る
な
ど
'
結
局
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
ま
た
へ
九
八
年
五
月
五
日
に
u
・
f
c
　
ド

ウ
ェ
ス
・
デ
ッ
ケ
ル
に
よ
-
ジ
ュ
ソ
プ
ル
県
タ
ン
グ
ル
郡
へ
工
場
を
新
設
す
べ
-

出
さ
れ
た
申
請
や
、
九
九
年
八
月
三
1
日
に
U
・
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ー
ブ
ル
が
申
請

し
た
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
パ
ナ
ル
カ
ソ
郡
ク
ソ
デ
ィ
ッ
ト
村
へ
の
新
設
計
画
の
よ
う
に
'

認
可
が
下
-
な
か
っ
た
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
t
 
K
.
V
.
1
8
9
7
,

B

i

j

1

.

A

A

A

,

1

8

9

9

,

B

i

j

1

.

V

V

,

1

9

0

1

,

B

i

j

1

.

T

T

,

1

9

0

2

,

B

i

j

1

.

0

0

.

な

ど

蚤

参
照
Oこ

の
計
算
は
厳
密
に
は
正
確
さ
を
欠
-
も
の
で
あ
る
　
M
.
W
.
E
.
1
3
3
　
に
よ

る
と
t
 
l
九
〇
四
/
〇
五
に
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
工
場
(
所
在
地
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
)
は

ポ
ン
ド
ウ
オ
ソ
管
区
で
一
五
〇
.
ハ
ウ
前
後
の
借
地
を
し
て
い
る
と
あ
-
'
こ
う
し

た
県
の
境
界
を
越
え
た
借
地
が
l
九
〇
二
/
〇
三
年
に
も
若
干
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
の
計
算
で
は
全
-
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
'
第
1
裏
に
担

げ
た
以
外
に
'
こ
の
地
域
に
は
苗
作
-
専
門
の
璋
園
が
あ
-
'
K
.
V
.
1
9
0
4
,
B
i
j
1
.

P
P
・
に
よ
る
と
l
九
〇
三
年
に
は
七
ヶ
所
、
栽
培
面
積
は
三
八
六
.
ハ
ウ
で
あ
っ
た

と
い
う
が
'
県
別
の
数
字
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
-
'
計
算
か
ら
は
省
い

て
あ
る
。
た
だ
、
大
よ
そ
の
傾
向
は
把
握
で
き
よ
う
。

①
　
K
.
V
.
1
8
6
2
,
p
.
1
6
8
参
照
.
三
年
輪
作
法
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
p
.
5
2

-
5
3
.
を
参
照
。

⑧
　
K
.
V
.
1
8
9
3
,
B
i
i
1
.
B
.
参
照
。
こ
れ
は
九
〇
年
代
初
の
パ
ナ
ル
カ
ソ
の
ケ
ー

ス
で
あ
る
が
'
他
地
域
に
お
い
て
も
'
又
へ
後
の
時
期
に
つ
い
て
も
大
差
な
い
と

思
わ
れ
る
。

⑨
　
M
.
W
.
H
.
B
i
j
1
.
2
.
参
照
。
但
し
t
 
K
.
V
.
1
8
9
7
,
p
.
2
0
9
.
に
よ
れ
ば
'
契

約
期
間
を
越
え
て
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
n
ソ
が
な
お
土
地
を
使
用
す
る
場
合
t
 
l
ヶ
月

に
つ
き
バ
ウ
当
-
-
五
を
割
増
金
と
し
て
支
払
っ
た
と
言
わ
れ
る
l
J
と
'
ま
た
'

こ
の
地
域
に
極
め
て
多
-
発
生
し
た
砂
糖
キ
ビ
畑
へ
の
放
火
事
件
の
放
火
理
由
の

l
つ
に
'
農
民
が
水
田
の
使
用
権
を
早
-
敬
-
も
ど
す
た
め
と
い
う
事
由
が
あ
げ

ら

れ

て

い

る

(

K

.

V

.

1

8

7

9

,

p

.

1

8

3

,

1

8

8

2

,

p

.

1

8

3

,

1

8

8

4

,

p

.

1

7

3

,

1

8

8

5

,

p

.

1
7
7
,
1
8
8
8
,
p
.
2
0
6
.
な
ど
)
　
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
'
績
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
こ
の
期
問
を
越
え
て
'
住
民
怨
業
の
栽
培
期
へ
食
い
込
む
形
で
土
地
を
班

用
し
っ
づ
け
た
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑲
　
さ
し
あ
た
-
'
加
納
啓
良
「
ジ
ャ
ワ
権
業
史
研
究
序
論
」
(
「
ア
ジ
ア
経
済
」
二

二
-
五
、
l
九
八
一
)
p
.
8
0
-
8
1
.
参
照
。

ゥ

　

K

.

V

.

1

9

1

0

,

p

.

2

1

8

.

⑬

　

K

.

V

.

1

8

7

8

,

p

.

1

6

8

,

1

8

8

7

,

p

.

1

0

8

,

1

8

8

8

,

p

.

2

0

7

,

1

∝

9

1

p

.

2

1

2

.

な

ど

参

照
O
　
な
お
'
旧
耕
作
法
を
示
す
b
r
o
c
d
j
o
c
l
a
n
と
い
う
ジ
ャ
ワ
語
の
基
に
な
っ

た
b
r
o
:
d
j
o
e
l
は
'
水
田
以
外
の
土
地
を
糾
す
鋤
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
　
B
i
e
,
H
.
C
.
I
I
.
d
e
.
D
e
 
L
a
n
d
b
o
i
i
v
j
 
d
e
r
 
l
n
l
a
n
d
s
c
h
e
 
B
e
-

v
o
l
k
i
n
g
o
p
J
a
v
a
,
d
e
c
二
,
1
9
0
1
,
B
a
t
a
v
i
a
,
p
.
7
5
,
7
7
,
9
1
.
を
参
照
O

⑬
　
K
.
V
.
1
9
1
0
,
p
.
2
1
8
.
こ
の
地
域
で
は
労
脚
力
の
不
足
を
カ
'
ハ
I
す
る
た
め
に
、

マ
.
ツ
ラ
島
な
ど
州
外
か
ら
大
量
の
労
働
力
を
移
入
し
た
と
い
わ
れ
る
。
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紙業プラソテ-ショソとブスキ盈村社会(植村)

第
二
章
　
ブ
ス
キ
農
村
社
会
の
構
造

本
章
で
は
、
二
〇
世
紀
初
め
の
ブ
ス
キ
州
内
唐
業
地
帯
に
お
け
る
毘
村
社
会
構
造
を
、
主
と
し
て
土
地
所
有
の
側
面
か
ら
考
察
す
渇
。
第
三

表
は
'
1
九
〇
三
年
当
時
の
耕
地
占
有
規
模
別
の
農
民
数
を
1
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
O
′
州
内
の
四
県
中
、
こ
の
時
点
で
糖
業
の
存
在
し
な
か

っ
た
ジ
ュ
ン
プ
ル
県
に
関
し
て
は
省
略
し
た
。
ま
た
へ
比
較
の
た
め
に
前
稿
で
取
-
上
げ
た
ス
ラ
バ
ヤ
州
の
糖
業
地
帯
で
、
耕
地
の
ほ
ぼ
す
べ

て
が
定
期
割
替
制
共
同
占
有
水
田
で
あ
る
シ
ド
ア
ル
ジ
ョ
県
の
デ
ー
ク
ー
を
も
掲
げ
て
お
い
た
。

さ
て
、
こ
の
表
か
ら
得
ら
れ
る
1
股
的
な
印
象
と
し
て
は
、
三
県
と
も
に
シ
ド
ア
ル
ジ
m
県
に
比
べ
て
占
有
規
模
の
分
布
が
広
い
こ
と
'
特

に
当
時
の
生
産
力
水
準
か
ら
み
て
何
ら
か
の
形
態
で
他
人
労
働
を
使
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
規
模
の
占
有
農
民
が
多
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。
当
時
'
一
般
に
家
族
労
働
の
み
で
耕
作
可
能
な
水
田
面
積
の
上
限
は
「
ハ
ゥ
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
こ
の
地
域
で
は
畑
が
か
な
-
多
い

こ
と
を
考
え
て
、
今
、
仮
-
に
二
バ
ゥ
ま
で
を
自
作
可
能
で
あ
る
と
し
て
ー
そ
れ
以
上
の
占
有
規
模
の
比
率
を
と
っ
て
み
る
と
、
シ
ド
ア
ル
ジ

ョ
県
が
僅
か
〇
・
六
孫
に
す
ぎ
な
い
の
に
対
し
て
ヘ
ボ
ン
ド
ゥ
ォ
ソ
県
五
・
九
鯵
、
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
一
〇
二
l
飾
、
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
1
七
・

三
%
と
三
県
で
は
比
率
が
高
い
。
以
下
、
こ
う
し
た
農
民
層
の
存
在
が
何
を
意
味
す
る
も
の
な
の
か
、
や
や
詳
細
に
地
域
毎
に
検
討
し
て
ゆ
き

た
い
。糾

　
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
県
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
管
区

こ
こ
に
属
す
る
三
郡
の
傾
向
を
第
三
表
に
み
る
と
、
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
郡
と
タ
ナ
マ
ン
、
ウ
ォ
ノ
サ
リ
両
郡
で
は
か
な
-
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。

c-,

即
ち
前
著
で
は
二
バ
ウ
を
越
え
る
比
率
が
1
八
・
九
%
と
後
の
二
郡
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
い
o
　
そ
し
て
、
M
.
W
.
E
.
2
4
.
に
掲
載
さ
れ
る
こ

の
裏
の
解
説
に
よ
る
と
「
大
半
の
大
土
地
占
有
は
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
(
那
)
に
現
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
b
i
j
l
a
g
e
4
(
実
際
は
b
i
j
l
a
g
e
2
.
の
誤
-

-
引
用
者
)
か
ら
明
ら
か
に
な
る
O
　
こ
こ
で
は
'
特
に
ハ
ジ
が
購
入
に
よ
っ
て
占
有
を
得
よ
う
と
努
め
る
　
こ
と
あ
-
、
こ
れ
が
購
入
を
通

し
て
の
集
積
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
.
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占有面積分布(1903年現在)

はiLt) ・ ( ) IS-つこtT.'ヱti.'i占fj-fift-計.'こけf ^T-。

・ 〔 〕内の設字は労ffi可能男子全体に対するro。
・拐地非占有者数は圧坦のみの占有者数に労任ら可能男子で土地を占有しない者の数を加え

,'=ものである。
・言芹地面績sの下の数字は,占有者1人当りの平均面積である。単位は,いずれもノ,'ゥ

(≒0.71ha)
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*ry三　　　20[iR・:7　紺色

(出所) ・耕地占有者数合計まではM. W.E. BijI. II.耕地非占有者及び耕地面積はM. W. E.
Bijl.III.

・シドアルジョ県の数字はM. IV.E. Soerabaja, Bijl. II.
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ジャワ東端地方

こ
の
地
域
で
は
住
民
間
の
土
地
の
貸
借
も
み
ら
れ
る
が
、
そ

の
主
た
る
理
由
は
、
用
祭
礼
費
用
、
家
の
新
築
等
の
費
用
を
捻

出
す
る
た
め
、
佃
耕
牛
を
持
っ
て
い
な
い
の
二
点
で
あ
-
、
他

に
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
副
郡
や
タ
マ
ナ
ン
郡
の
タ
バ
コ
栽
培
地
帯
で

は
こ
の
栽
培
に
利
用
す
る
区
画
以
外
を
貸
出
す
こ
と
が
多
か
っ

た
と
い
う
。
こ
れ
ら
に
は
裏
作
期
一
収
穫
間
、
貸
手
が
地
税
を

負
担
し
、
.
I
(
ウ
当
-
水
田
-
二
〇
、
畑
I
 
1
 
O
の
借
地
料
を
払

う
と
い
う
条
件
の
t
a
n
d
o
c
や
、
稲
の
栽
培
期
に
通
用
さ
れ
'

土
地
が
借
金
返
済
後
に
は
じ
め
て
持
主
に
戻
る
質
入
　
g
a
d
e
、

②

あ
る
い
は
買
戻
し
権
付
売
却
な
ど
の
諸
形
式
が
あ
っ
た
。
た
だ
、

こ
れ
ら
は
貸
出
期
限
が
一
収
穫
期
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
'

貸
出
や
質
入
の
理
由
が
一
時
的
な
現
金
の
必
要
を
溝
た
す
も
の

で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
M
.
W
.
で
は
こ
れ
ら
が
土
地
集
積
に

③

つ
な
が
っ
た
と
は
判
断
し
て
い
な
い
。
ま
た
買
戻
し
権
付
売
却

が
土
地
喪
失
に
つ
な
が
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
ボ
ン
ド
ウ

ォ
ソ
地
裁
判
事
パ
ラ
C
.
A
.
d
e
 
l
a
 
P
a
r
r
a
の
否
定
的
見
解
と
、
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福
祉
減
退
調
査
委
員
の
ク
-
フ
ォ
ト
ド
R
.
P
.
O
e
t
g
e
n
s
 
V
.
W
.
P
.
C
l
i
f
f
o
r
d
の
肯
定
的
な
見
解
が
併
記
さ
れ
て
お
-
ち
 
M
.
X
V
.
と
し
て
の

④

最
終
判
断
は
下
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
か
ら
判
断
す
る
限
-
、
こ
の
地
域
で
は
土
地
集
積
が
主
と
し
て
先
述
し
た
よ
う
な
売
買
を
通
し
て
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
郡
を
中
心
に
進
行
し
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て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
第
三
表
を
見
る
と
五
パ
ウ
を
越
え
る
よ
う
な
土
地
占
有
者
も
幾
人
か
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
州
で
は
以
前
か
ら

(
i

デ
サ
外
へ
の
土
地
譲
渡
の
制
限
が
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
S
t
a
a
t
s
b
l
a
d
1
8
9
8
,
n
o
.
3
4
4
.
の
規
定
で
耕
地
非
占
有
者
(
庭
地
や
家
星
の
占
有
者
)⑥

L
T
u
へ
1
レ
ン
デ
ィ
ン
ス
-
負
担
義
務
が
拡
大
さ
れ
'
土
地
占
有
者
数
と
へ
-
レ
ン
デ
ィ
ソ
ス
ト
負
担
者
数
が
関
連
を
持
た
な
-
な
っ
た
こ
と

を
考
え
る
な
ら
ば
へ
　
こ
れ
ら
の
集
積
が
デ
サ
の
境
界
を
越
え
て
展
開
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
よ
う
。

仰
　
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
県
ブ
ス
キ
管
区

第
三
表
か
ら
見
る
と
、
大
土
地
占
有
者
は
ム
ラ
ン
デ
ィ
ン
ガ
ン
郡
で
目
立
つ
程
度
で
全
体
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
-
な
い
.
し
か
し
、
で
は

分
解
が
進
ん
で
い
な
い
の
か
と
い
え
ば
そ
う
で
は
な
い
ー
M
.
W
.
E
.
2
3
.
に
よ
る
と
「
水
田
や
畑
の
売
却
や
質
入
は
絶
え
ず
行
な
わ
れ
て
い
る

が
'
特
に
小
土
地
占
有
者
k
l
e
i
n
c
 
g
r
o
n
d
b
e
z
i
t
t
e
r
s
の
手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
O
　
こ
の
た
め
、
い
-
つ
か
の
デ
サ
で
は
'
以
前
に
比
べ
る
と

土
地
占
有
は
更
に
1
部
の
住
民
に
限
定
さ
れ
て
き
た
-
・
・
・
」
と
あ
-
'
ま
た
M
.
W
.
E
.
2
4
.
に
　
「
質
入
は
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
に
つ
い
て
述
べ
た

の
と
同
じ
理
由
で
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
る
。
金
賃
は
地
税
を
支
払
い
、
借
金
し
た
者
は
し
ば
し
ば
収
穫
の
三
分
の
一
を
受
け
取
る
条
件
で
そ
の

水
田
の
耕
作
を
続
け
る
O
借
金
を
期
限
ま
で
に
返
済
で
き
な
い
場
合
'
し
ば
し
ば
普
通
の
売
却
契
約
の
場
合
と
同
じ
額
ま
で
追
加
支
払
が
な
さ

れ
る
」
と
見
え
、
更
に
M
.
W
.
E
.
1
2
9
.
の
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
報
告
に
買
戻
し
植
付
売
却
の
場
合
、
売
手
は
期
限
ま
で
に
借
金
を
返
済
で
き
ず
土

地
を
失
な
-
こ
と
が
多
い
と
述
'
へ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
-
に
'
零
細
な
占
有
者
の
土
地
喪
失
と
い
う
事
態
が
進
行
し
っ
つ
あ

る
。
そ
し
て
逆
に
こ
う
し
た
土
地
を
集
積
す
る
人
々
に
つ
い
て
は
、
M
.
W
.
E
.
2
4
.
の
前
引
部
分
の
後
に
　
「
新
し
い
占
有
者
は
そ
の
デ
サ
の
住
民

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
-
-
大
土
地
占
有
者
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
の
外
に
も
土
地
を
持
つ
。
」
　
と
あ
-
、
不
在
地
主
す
ら
形
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
0
　
ま
た
M
.
W
.
E
.
2
2
.
に
よ
る
と
「
庶
民
k
l
e
i
n
e
n
m
a
n
の
占
有
は
二
分
の
1
-
五
.
.
(
ウ
の
間
で
様
々
で
あ

る
。
-
・
・
・
こ
れ
よ
-
広
い
土
地
(
二
五
'
ハ
ウ
ま
で
)
　
の
占
有
者
は
本
来
の
農
民
の
中
に
は
入
ら
な
い
.
即
ち
、
f
J
の
土
地
、
購
入
に
よ
-
拡
げ
ら

れ
た
い
わ
ゆ
る
プ
サ
カ
p
o
e
s
a
k
a
は
、
退
職
官
吏
や
ハ
ジ
、
デ
サ
首
長
の
占
有
す
る
も
の
で
あ
る
o
」
と
あ
-
、
同
じ
-
E
.
4
7
.
に
も
「
ブ

ス
キ
管
区
の
現
職
、
あ
る
い
は
引
退
し
た
官
吏
や
デ
サ
首
長
は
、
1
0
-
二
五
バ
ゥ
の
土
地
を
持
つ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
土
地
貧
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⑦

績
者
の
う
ち
'
特
に
規
模
の
大
き
な
も
の
に
は
官
吏
や
首
長
が
多
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
地
域
で
も
両
短

へ
の
分
解
が
進
行
し
っ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

㈲
　
パ
ナ
ル
カ
ン
県

M
.
W
.
E
.
2
2
.
に
よ
れ
ば
こ
の
県
の
土
地
占
有
状
況
は
「
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
と
。
ハ
ナ
ル
カ
ソ
で
は
概
し
て
占
有
地
面
積
が
小
さ
す
ぎ
る
が
t
,
)

れ
は
い
-
人
か
の
手
に
よ
る
土
地
占
有
の
集
積
の
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
に
後
者
の
郡
に
著
し
い
。
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
と
ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
で
は

農
民
当
-
の
平
均
の
面
積
は
充
分
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
大
土
地
占
有
は
ほ
と
ん
ど
現
わ
れ
な
い
.
」
と
評
価
さ
れ
'
同
所
に
付
せ
ら
れ
た
レ
へ

ソ
ト
報
告
で
も
「
概
ね
県
報
告
a
f
d
e
e
l
i
n
g
s
v
e
r
s
l
a
g
e
n
の
通
-
で
あ
る
。
パ
ナ
ル
カ
ソ
郡
に
は
農
民
当
-
で
少
な
す
ぎ
る
水
田
の
他
に
充
分

な
広
さ
の
畑
が
あ
る
o
他
方
、
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
郡
で
は
、
農
民
当
-
の
水
田
も
畑
(
郡
全
体
で
七
〇
1
バ
ウ
二
1
八
平
方
ォ
・
ォ
)
も
小
さ
す
ぎ
る
.
」

と
同
様
の
評
価
が
な
さ
れ
る
o
ま
た
M
.
W
.
E
.
2
4
.
で
?
'
こ
の
地
域
の
土
地
集
積
の
特
徴
と
し
て
「
シ
ト
ゥ
ポ
ン
ド
と
パ
ナ
ル
カ
ソ
で
は
ち

集
積
の
大
半
が
へ
そ
の
地
域
が
不
健
康
の
た
め
に
住
民
が
ま
ば
ら
だ
が
多
-
の
水
田
の
あ
る
よ
う
な
デ
サ
で
生
じ
る
。
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
と
ス
ム

ブ
ル
ワ
ル
で
は
(
集
積
は
)
少
な
い
o
　
こ
こ
で
は
土
地
が
よ
-
分
散
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
る
。

以
上
の
評
価
で
は
シ
ト
ク
ボ
ン
ド
、
パ
ナ
ル
カ
ン
で
は
分
解
が
進
ん
で
お
-
、
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
、
ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
郡
で
は
あ
ま
-
進
ん
で
い

な
い
よ
-
で
あ
る
が
、
第
三
表
か
ら
見
る
限
-
必
ず
し
も
そ
-
と
は
言
え
な
い
.
例
え
ば
各
郡
毎
に
順
に
1
'
,
(
ウ
を
越
え
る
占
有
者
比
率
を
と

っ
て
み
る
と
三
三
・
T
%
'
二
四
・
八
%
、
二
三
・
九
%
、
二
六
・
五
%
と
な
-
、
四
'
・
(
ゥ
を
越
え
る
よ
う
な
規
模
の
比
率
を
と
っ
て
も
七
・
l
%
、

三
・
五
%
、
四
・
二
%
、
l
・
九
%
で
あ
-
、
必
ず
し
も
前
二
郡
が
高
い
の
で
は
な
い
。
た
だ
t
 
l
五
バ
ゥ
以
上
の
大
土
地
占
有
者
を
み
る
場
合

の
み
、
前
二
郡
で
の
集
積
の
高
さ
が
目
に
つ
-
の
で
あ
る
0
ま
た
へ
　
レ
へ
ソ
ト
報
告
な
ど
に
見
ら
れ
る
農
民
当
-
の
耕
地
面
積
の
評
価
も
'
第

三
表
に
よ
る
限
-
不
胡
な
点
が
多
い
o
こ
う
し
た
報
告
と
統
計
の
問
の
ズ
レ
が
何
に
原
因
を
持
つ
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
'
1
殻
に
集
積
が
進

行
し
っ
つ
あ
っ
た
こ
子
は
第
三
表
か
ら
窺
え
る
で
あ
ろ
う
.
そ
し
て
、
特
に
そ
の
規
校
が
大
き
い
こ
と
が
、
こ
の
県
の
一
つ
の
特
教
で
あ
る
O

さ
て
集
積
が
ど
の
よ
う
に
し
て
行
な
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
M
.
W
.
E
.
2
4
は
　
「
土
地
占
有
の
拡
大
に
至
る
普
通
の
方
法
が
'
こ
こ
で
も
譲
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渡
の
方
法
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
0
　
即
ち
、
質
入
や
'
正
し
-
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
買
戻
し
植
付
売
却
(
d
j
o
c
w
a
l
 
g
a
d
e
,
d
j
o
e
w
a
l
 
t
j
a
t
o
)
、

及
び
普
通
の
売
却
(
d
j
o
o
一
く
a
l
 
i
l
a
n
g
)
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
M
.
W
.
E
.
1
2
9
.
に
よ
れ
ば
d
j
o
e
w
a
l
g
a
d
e
と
は
買
戻
し
権
を
行
使
し
う
T
O
期

限
の
窯
い
も
の
、
d
j
o
o
w
a
l
 
t
j
a
l
o
と
は
期
限
付
き
の
も
の
だ
が
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
売
手
の
土
地
喪
失
を
も
た
ら
す
、
た
だ
前
者
の
方
が

や
や
長
-
か
か
る
だ
け
だ
と
説
明
さ
れ
る
。
同
所
に
載
録
の
シ
ト
ゥ
ポ
ン
ド
・
パ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
地
裁
判
事
ム
ー
ラ
「
M
u
l
l
e
r
D
.
G
.
W
o
l
t
e
r
-

b
o
c
k
の
報
告
で
も
「
私
に
は
土
地
占
有
者
が
し
ば
し
ば
買
戻
し
権
付
売
却
に
よ
っ
て
土
地
を
永
久
に
失
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思
え
る
0
」
と
、

こ
れ
が
土
地
喪
失
の
原
因
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
方
法
を
通
じ
て
の
土
地
集
積
を
行
な
う
の
は
t
 
M
.
W
.
E
.
2
4
.
の
記
述
で
は
あ
ら
ゆ
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
人
間
で
あ
る
が
'
官

吏
の
集
積
は
減
多
に
な
い
と
い
う
0
　
こ
の
よ
う
な
集
積
に
は
先
に
見
た
よ
う
に
か
な
-
規
模
の
大
き
い
も
の
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
こ
こ
で
も

デ
サ
の
範
囲
を
越
え
て
展
開
し
、
不
在
地
主
を
生
ん
だ
　
M
.
W
.
E
.
2
6
.
に
掲
げ
ら
れ
た
'
労
役
負
担
が
土
地
集
積
の
進
行
に
よ
-
重
-
な
っ

た
か
否
か
と
い
う
設
問
に
対
す
る
次
の
解
答
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
シ
ト
ゥ
ボ
ン
ド
と
。
ハ
ナ
ル
カ
ソ
、
特
に
後
者
の
郡
で
は
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
な
い
占
有
者
の
数
が
多
い
こ
と
に
よ
-
、
デ
ィ
ソ
ス
ト
が
重
-
な
っ
た
。
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
と
ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
で
は
そ
う
で
は

な
い
。
」
　
こ
こ
で
は
、
郡
を
越
え
た
集
積
の
例
さ
え
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
パ
ナ
ル
カ
ソ
の
レ
へ
ソ
ト
も
「
い
-
人
か
の
手
へ
の
土
地
占

有
の
集
中
と
も
　
不
在
占
有
者
の
多
い
こ
と
に
よ
-
、
へ
-
レ
ン
デ
ィ
ン
ス
ト
負
担
の
増
加
を
招
い
た
-
-
」
と
述
べ
て
い
る
。

㈱
　
バ
〓
ユ
ワ
ン
ギ
県

M
.
W
.
E
.
2
4
.
の
評
価
は
「
土
地
占
有
の
集
積
は
末
だ
少
な
い
」
と
い
う
も
の
だ
が
、
第
三
表
を
み
る
と
四
バ
ゥ
を
越
え
る
よ
う
な
か
な
-

の
広
さ
の
土
地
を
占
有
す
る
者
が
'
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
を
中
心
に
か
な
-
多
い
　
M
.
W
.
E
.
2
4
.
は
つ
づ
け
て
「
知
ら
れ
て
い
る
大
土
地
占
有
者

に
は
デ
サ
内
の
者
も
デ
サ
外
の
者
も
い
る
。
(
こ
の
中
に
は
)
数
名
の
ハ
ジ
と
一
人
の
プ
テ
ィ
ソ
ギ
が
含
ま
れ
る
。
特
に
後
者
は
数
デ
サ
に
分
散

し
た
七
〇
.
.
(
ゥ
の
水
田
と
、
県
内
各
地
に
約
二
〇
〇
バ
ゥ
の
コ
コ
ナ
ツ
園
を
持
っ
て
い
る
。
」
と
、
ハ
ジ
や
プ
テ
ィ
ン
ギ
を
中
心
に
不
在
地
主

が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
農
民
層
が
ど
の
よ
う
に
し
て
土
地
を
集
積
し
た
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
こ
の
県
に
は
な
お
開
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⑧

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

⑨

墾
の
余
地
が
多
く
残
さ
れ
て
お
-
,
調
査
時
に
も
な
お
他
地
域
か
ら
の
流
入
者
が
多
く
、
ロ
ゴ
ジ
ャ
ム
ピ
軒
中
心
に
実
際
に
開
墾
が
進
ん
で
い

⑬た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
'
開
墾
に
よ
る
も
の
も
か
な
-
多
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
住
民
相
互
の
土
地
の
貸
借
が
増
加
し
て
い
な
い

'

ー

蝣

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

v

t

こ
と
や
、
買
戻
し
植
付
売
却
で
売
-
手
が
土
地
を
喪
失
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
売
買
に
よ
る
土
地
集
積
は
必
ず
し
も
多
-
は

な
か
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

26 (176)

以
上
の
よ
う
に
地
域
毎
に
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
土
地
所
有
の
分
解
が
生
じ
て
い
た
,
)
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
分
解
は
、
バ
ニ

ュ
ワ
ン
ギ
県
の
場
合
は
や
や
例
外
か
も
し
れ
ぬ
が
、
売
買
、
質
入
れ
、
買
戻
し
権
付
売
却
と
い
っ
た
'
商
品
経
済
の
発
展
を
媒
介
と
し
た
土
地

権
の
移
動
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
-
、
こ
れ
に
よ
っ
て
土
地
を
喪
失
し
没
落
し
て
ゆ
-
農
民
層
と
土
地
を
集
積
し
て
地
主
化
す
る
農
民
層
と
の

両
極
へ
と
分
化
し
て
ゆ
-
状
況
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
以
上
の
よ
う
な
両
極
分
解
は
農
業
経
営
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
-
か
。
こ
の
点
を
M
.
W
.
L
.
1
8
9
.
の
　
「
農
民
の
大

半
は
自
分
自
身
の
土
地
を
自
分
で
耕
す
か
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
、
耕
作
は
次
の
ど
の
方
法
で
な
さ
れ
る
か
。
a
t
常
雇
あ
る
い
は
臨
時
雇
の

労
働
者
の
援
助
。
b
、
請
負
。
C
、
分
益
小
作
。
d
、
相
互
扶
助
契
約
。
」
　
と
い
う
設
問
に
対
す
る
答
か
ら
検
討
し
よ
う
。
先
ず
ボ
ン
ド
ウ
ォ

ソ
管
区
で
は
家
族
労
働
だ
け
で
全
部
耕
す
こ
と
は
滅
多
に
無
-
、
d
が
最
も
普
通
に
用
い
ら
れ
る
、
次
い
で
C
、
b
t
 
a
の
順
に
利
用
さ
れ
る

と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
ブ
ス
キ
管
区
で
は
大
半
が
自
作
で
あ
る
が
'
大
土
地
占
有
者
は
分
益
小
作
(
い
わ
ゆ
る
t
c
l
。
n
ま
た
は
p
a
r
。
n
)
を
適

用
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
と
解
答
さ
れ
る
。
分
益
小
作
の
条
件
は
占
有
者
が
収
穫
の
三
分
の
二
を
取
-
、
地
税
を
負
担
し
苗
を
提
供
す
る

こ
と
で
あ
る
o
収
穫
労
働
の
分
前
た
る
バ
ゥ
ォ
ソ
b
a
w
o
n
は
耕
作
者
と
占
有
者
の
取
分
分
割
前
に
控
除
す
る
。
こ
れ
以
外
に
は
、
こ
の
地
域

で
は
a
、
.
 
b
は
用
い
ら
れ
な
い
が
、
d
は
d
j
a
k
-
n
g
a
d
j
a
k
と
称
せ
ら
れ
共
同
占
有
地
域
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
か
な
-
妬
崇
に
利
用
さ
れ
る

と
い
う
O
次
に
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
で
も
大
半
が
自
ら
耕
す
が
'
大
土
地
占
有
者
は
他
人
の
援
助
を
必
要
と
す
る
と
言
わ
れ
る
.
そ
こ
に
載
せ
ら
れ

て
.
 
'
.
'
0
月
で
は
、
二
.
ハ
ウ
の
水
田
を
請
負
耕
作
(
t
a
p
s
e
e
r
)
　
に
出
す
場
合
、
占
有
者
は
七
7
-
マ
ッ
ト
　
(
a
m
e
t
)
　
の
籾
を
受
け
取
-
地
税
を
負
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担
し
、
残
っ
た
籾
と
裏
作
物
を
耕
作
を
請
負
っ
た
著
が
取
分
と
す
る
と
い
う
。
ま
た
、
分
益
小
作
の
場
合
に
は
'
収
穫
か
ら
タ
ネ
モ
ミ
、
納
税

分
、
田
植
手
間
賃
分
な
ど
の
必
要
経
費
を
引
い
た
残
-
を
折
半
す
る
と
い
う
p
a
r
o
a
n
t
　
ま
た
は
m
a
r
o
n
制
度
が
用
い
ら
れ
た
。
d
も
用
い

ら
れ
た
が
、
こ
れ
が
通
用
さ
れ
る
の
は
せ
い
ぜ
い
二
～
三
.
ハ
ゥ
の
水
田
ま
で
で
あ
っ
た
〇
一
バ
ウ
以
下
の
場
合
に
は
占
有
者
が
専
ら
自
作
し
た

と
い
う
。
最
後
に
'
ハ
ニ
ュ
ワ
ソ
ギ
県
に
つ
い
て
は
へ
大
半
が
自
作
で
あ
る
が
'
水
田
占
有
者
が
そ
の
気
が
な
い
と
か
、
病
気
で
あ
る
と
か
、
耕

牛
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
っ
た
理
由
で
耕
せ
な
い
時
に
は
分
益
小
作
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
。

以
上
の
解
答
で
は
'
大
土
地
占
有
者
が
家
族
労
働
の
み
で
耕
作
し
え
な
い
余
分
の
耕
地
部
分
に
用
い
る
他
人
労
働
力
の
利
用
形
態
と
、
d
に

典
型
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
自
営
小
農
民
間
の
相
互
的
な
労
働
力
の
提
供
、
即
ち
加
納
啓
良
氏
に
よ
れ
ば
「
水
平
的
な
相
互
扶
助
慣
行
の
色
彩

9

が
濃
」
　
い
小
作
関
係
と
が
必
ず
し
も
明
確
に
区
別
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
前
著
に
属
す
る
も
の
が
次
第
に
増
加
し
っ
つ
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
次
の
M
.
I
V
.
E
.
1
3
1
.
の
記
事
か
ら
窺
え
よ
う
。
即
ち
、
分
益
小
作
が
増
加
し
た
か
否
か
と
い
う
設
問
に
対
し
て
'
「
大
水
田
占
有

が
増
加
し
た
デ
サ
で
は
、
そ
れ
以
来
分
益
小
作
の
適
用
が
多
-
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
占
有
者
は
、
ほ
と
ん
ど
か
、
全
-
自
分
自
身

で
そ
の
土
地
を
耕
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
　
(
ブ
ス
キ
管
区
)
、
「
増
加
し
た
o
特
に
大
土
地
占
有
の
あ
る
郡
(
シ
ト
ゥ
ポ
ン
ド
'
パ
ナ
ル

カ
ソ
)
に
お
い
て
。
」
　
(
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
)
と
い
っ
た
報
告
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
こ
れ
ら
の
解
答
で
は
分
益
小
作
増
加
の

理
由
と
し
て
こ
の
他
に
も
、
人
口
の
伸
び
が
耕
地
の
拡
大
を
上
回
っ
た
た
め
と
い
っ
た
内
容
も
あ
げ
ら
れ
て
お
-
(
例
え
ば
パ
ナ
ル
カ
ソ
の
レ
へ

ソ
ト
報
告
)
、
こ
れ
な
ど
は
相
互
扶
助
的
意
味
合
い
が
強
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
土
地
集
積
に
伴
な
う
分
益
小
作

の
増
加
、
即
ち
地
主
小
作
関
係
の
形
成
と
い
う
事
態
は
否
定
し
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
二
〇
世
紀
初
め
の
ブ
ス
キ
州
の
農
村
社
会
が
、
農
民
層
の
分
解
が
展
開
し
地
主
小
作
関
係
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
-
な
盈
村
社
会
に
お
い
て
糖
業
は
ど
の
よ
う
に
し
て
栽
培
用
地
を
確
保
し
た
で
あ
ろ
う
か
、
以
下
に
章
を
改
め

て
検
討
し
た
い
。

①
　
も
っ
と
も
'
M
.
W
.
E
.
2
1
.
に
よ
る
と
第
三
表
に
掲
げ
た
こ
の
三
郡
に
関
す

る
数
字
は
地
税
帳
薄
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
-
'
あ
ま
-
信
析
で
き
な
い
t
も
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②③㊨⑤㊨⑦

し
仮
り
に
実
測
す
れ
ば
、
実
際
の
面
積
は
も
っ
と
大
き
-
な
る
だ
ろ
う
と
註
記
さ

れ
る
。

M

.

W

.

E

.

1

2

6

,

1

2

9

,

1

3

0

,

1

3

2

.

な

ど

参

照

o

M
.
W
.
E
.
2
4
.

M
.
W
.
E
.
1
2
9
.

M
.
W
.
E
.
2
5
.

5
1
.
W
.
E
.
2
6
.

な
お
'
ブ
ス
キ
州
で
は
官
吏
が
土
地
集
積
す
る
場
合
へ
そ
の
権
力
を
R
班
大
限
に

利
用
し
た
と
い
う
。
例
え
ば
M
.
W
.
L
.
2
4
4
.
の
次
の
例
を
参
照
。
「
一
人
の
豊

民
が
美
田
を
占
有
し
て
い
る
か
'
あ
る
い
は
原
住
民
官
吏
が
望
む
よ
う
な
水
田
を

持
っ
て
い
る
場
合
'
そ
の
持
主
が
一
二
月
に
な
る
以
前
に
そ
れ
に
か
か
る
税
(
也

秩
)
　
の
支
払
を
奨
励
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
'
こ
の
原
住
民
官
更
は
認
め
な
い
。

1
二
月
に
入
る
と
'
占
有
者
は
デ
サ
首
長
に
よ
っ
て
支
払
を
強
-
求
め
ら
れ
る
0

そ
し
て
へ
　
こ
の
男
が
も
し
払
え
な
い
時
に
は
郡
長
や
副
郡
長
の
も
と
へ
拘
引
さ
れ

る
が
、
彼
ら
は
こ
の
男
を
脅
し
'
今
か
ら
l
週
間
以
内
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
も

の
と
信
じ
さ
せ
る
べ
-
努
め
る
。
こ
の
期
問
を
過
ぎ
税
が
な
お
完
納
さ
れ
て
い
な

い
と
へ
　
こ
の
男
は
次
の
よ
う
に
申
し
渡
さ
れ
る
。
『
お
前
は
ど
ち
ら
か
選
ば
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
月
の
う
ち
に
こ
の
税
を
完
納
で
き
な
い
場
合
へ
　
お
前
の
水
田
は

御
上
の
手
で
差
し
押
え
ら
れ
、
競
売
に
付
さ
れ
る
だ
ろ
う
O
そ
れ
が
い
や
な
ら
'

二
年
程
度
よ
-
短
か
い
期
限
の
買
戻
し
植
付
で
そ
の
水
田
を
私
に
売
る
の
だ
。
こ

の
期
限
内
に
買
伏
し
が
出
来
な
か
っ
た
ら
'
水
田
は
私
の
物
だ
。
』
こ
の
場
合
t
I

六
〇
〇
～
I
八
〇
〇
の
価
値
を
持
っ
二
バ
ウ
の
水
田
に
'
せ
い
ぜ
い
-
1
1
0
0
が

払
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
'
期
限
内
に
只
戻
し
が
な
さ
れ
な
い
の
で
'
件

の
官
吏
は
こ
の
土
地
の
占
有
者
に
な
る
の
で
あ
る
。
」
「
僅
か
な
金
で
水
田
の
占
有

⑧㊨⑲⑭ff1.B

を
手
に
入
れ
る
も
う
1
つ
の
方
法
が
'
い
わ
ゆ
る
"
b
e
l
i
 
t
a
n
d
o
e
"
で
あ
る
0

即
ち
'
土
地
占
有
者
が
現
金
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
場
合
　
-
　
た
い
て
い
は
'

地
税
の
支
払
の
た
め
だ
が
'
子
供
の
結
婚
の
た
め
に
祝
宴
を
田
-
た
め
の
こ
と
も

あ
る
I
原
住
民
官
吏
は
税
を
肩
代
-
し
て
や
る
か
わ
-
に
取
-
決
め
た
期
限
内

に
借
金
が
返
済
さ
れ
ぬ
場
合
に
は
そ
の
水
田
を
取
る
と
い
う
条
件
で
'
四
年
乃
至

五
年
間
'
そ
の
水
田
を
担
保
と
し
て
受
け
取
る
。
こ
の
よ
う
な
水
田
は
こ
の
官
吏

の
手
で
企
業
へ
賃
袋
さ
れ
る
の
だ
が
'
そ
れ
は
時
に
は
三
回
の
砂
糖
キ
ビ
収
班
の

期
間
に
及
ぶ
。
水
田
の
持
主
に
与
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
や
っ
て
得
た
金
で
あ
る
。

権
力
者
が
知
っ
て
い
る
よ
う
に
'
デ
サ
の
住
民
は
な
お
馬
鹿
で
あ
-
'
目
上
の
者

を
恐
れ
て
い
る
。
そ
し
て
へ
同
胞
を
自
分
自
身
の
利
益
の
た
め
に
誤
-
へ
導
-
よ

う
な
ジ
ャ
ワ
人
官
吏
も
た
し
か
に
多
い
。
だ
か
ら
'
上
述
の
よ
う
な
方
法
で
水
田

を
買
屈
し
植
付
で
E
H
上
げ
ら
れ
た
出
蛇
は
、
借
金
返
済
を
勧
め
ら
れ
た
-
E
只
戻
し

を
す
べ
き
l
J
と
を
思
い
起
さ
せ
ら
れ
た
-
は
し
な
い
.
だ
か
ら
期
限
は
借
金
の
解

消
さ
れ
る
,
)
と
な
し
に
過
ぎ
て
し
ま
い
へ
そ
の
水
田
は
取
決
め
を
結
ん
だ
原
住
民

官
吏
の
占
有
と
な
る
の
で
あ
る
-
-
」

M
.
I
V
.
E
.
2
3
.
2
9
.

M
.
W
.
E
.
2
,
3
.

M
.
W
.
E
.
4
,
5
.

M
.
W
.
E
.
1
2
8
.

M
.
W
.
E
.
1
2
9
.

加
納
啓
良
「
1
九
世
紀
ジ
ャ
ワ
の
土
地
制
度
と
村
落
(
デ
サ
)
共
同
作
」
　
(
読

藤
仁
拐
『
ア
ジ
ア
土
地
政
策
論
序
説
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
　
l
九
六
九
年
　
所

収
)
p
.
1
9
9
.
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第
三
章
　
培
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
借
地
方
法

先
ず
'
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
の
土
地
使
用
期
間
及
び
借
地
料
を
第
四
表
で
1
覧
し
て
お
き
た
い
.
デ
ー
ク
ー
の
出
所
に
よ
サ
て
'
ま

た
各
々
の
工
場
毎
に
数
字
に
か
な
-
の
.
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
-
'
必
ず
し
も
平
均
値
を
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
が
'
実
際
に
砂
糖
キ
ビ
栽

培
の
た
め
に
土
地
が
使
用
さ
れ
る
期
間
が
大
よ
そ
l
年
半
前
後
と
い
う
の
は
ジ
ャ
ワ
糖
業
に
平
均
的
な
数
字
で
あ
ろ
う
。
ま
た
へ
借
地
料
の
中

で
【
3
1
3
-
八
〇
と
い
う
高
笛
を
支
払
っ
て
い
る
l
J
と
が
注
目
さ
れ
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
章
で
触
れ
た
い
)
.

さ
て
、
先
述
し
た
よ
う
に
こ
の
地
方
の
土
地
権
は
世
襲
的
個
人
占
有
で
あ
-
、
少
-
と
も
原
理
的
に
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
土
地
を
1
括

し
て
デ
サ
ぐ
る
み
で
階
-
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
へ
も
し
借
入
予
定
区
画
内
に
水
田
の
貸
出
に
反
対
す
る
農
民

が
い
る
よ
う
な
場
合
、
ス
ラ
'
ハ
ヤ
の
よ
う
に
共
同
占
有
を
と
る
地
域
な
ら
ば
デ
サ
当
局
が
調
整
を
行
な
っ
て
こ
の
農
民
の
水
田
を
予
定
区
画
外

の
水
田
持
分
と
交
換
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
.
た
だ
ろ
う
が
、
ブ
ス
キ
の
場
合
に
は
そ
う
し
た
方
法
も
採
れ
な
い
o
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

安
定
し
た
栽
培
用
地
の
確
保
と
い
う
課
題
は
、
こ
の
地
域
の
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
に
と
っ
て
は
そ
の
当
初
よ
-
'
特
に
重
大
な
問
題
で
あ

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
た
め
に
如
何
な
る
方
法
が
採
ら
れ
た
の
か
を
見
て
ゆ
-
こ
と
に
し
た
い
o

先
ず
'
強
制
栽
培
か
ら
「
自
由
」
栽
培
へ
の
転
換
期
を
検
討
し
よ
う
。
先
述
の
よ
う
に
こ
の
時
期
に
は
本
格
的
に
　
「
自
由
」
栽
培
が
拡
大
す

①

る
の
だ
が
'
こ
う
し
た
状
況
の
下
で
九
〇
年
代
初
頭
に
は
早
-
も
企
業
間
の
借
地
競
争
が
激
し
い
と
報
告
さ
れ
る
.
そ
し
て
こ
う
し
た
競
争
に

勝
ち
抜
き
、
充
分
な
栽
培
用
地
を
確
保
す
る
た
め
に
、
企
業
側
は
デ
サ
首
長
を
始
め
と
す
る
在
地
権
力
屑
を
仲
介
者
と
し
て
し
ば
し
ば
動
員
し
、

そ
れ
が
　
「
自
由
」
　
栽
培
の
原
理
に
抵
触
す
る
と
し
て
阻
止
し
よ
う
と
す
る
州
理
事
レ
シ
デ
ソ
ト
と
の
問
に
一
定
の
矛
盾
す
ら
生
じ
た
の
で
あ

っ
た
o
　
植
民
地
政
庁
も
さ
す
が
に
事
態
を
放
置
で
き
ず
、
1
八
九
二
年
六
月
二
日
付
命
令
で
、
当
時
の
ス
ラ
バ
ヤ
州
理
事
だ
っ
た
ク
ル
セ
ン

K
r
o
e
s
e
n
、
J
.
C
.
T
h
.
を
ブ
ス
キ
に
派
遣
し
、
こ
の
地
域
の
糖
業
の
経
営
の
仕
方
と
住
民
経
済
の
関
連
な
ど
を
中
心
に
調
査
さ
せ
る
こ
と
に
な

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

っ
た
。
ク
ル
セ
ソ
が
提
出
し
た
一
八
九
三
年
一
月
一
四
日
付
報
告
書
に
よ
る
と
、
こ
の
地
域
の
糖
業
の
借
地
に
あ
た
っ
て
採
っ
た
貸
出
促
進
法
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第
四
表
　
　
各
工
場
別
土
地
使
用
期
間
,借

地
料
一
覧

(
単
位
f
-
フ
ロ
ー
リ
ン
)
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は
以
下
の
通
-
で
あ
っ
た
。

第
7
は
t
 
t
ハ
ナ
ル
カ
ン
県
の
各
工
場
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
糖
業
へ
の
土
地
貸
出
が
あ
た
か
も
避
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
義
務
で

あ
る
か
の
如
き
偽
り
の
観
念
を
流
布
し
、
住
民
に
信
じ
込
ま
せ
よ
う
と
努
力
し
た
こ
と
で
あ
る
0
従
来
か
ら
強
制
栽
培
に
参
加
し
て
い
た
企
業

で
は
'
「
下
貴
の
首
長
や
住
民
に
'
政
庁
の
強
制
栽
培
は
土
地
が
自
由
栽
培
の
た
め
に
引
き
続
い
て
利
用
し
う
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
の
み

廃
止
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
方
が
、
等
し
-
受
け
容
れ
ら
れ
る
よ
う
に
'
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
た
」
　
の
で
あ
-
、
こ
の
た
め
に
強
制
栽

培
以
来
の
デ
サ
首
長
へ
の
耕
作
歩
合
の
支
払
を
続
け
た
-
'
借
地
料
も
当
初
は
強
制
栽
培
制
度
下
で
の
補
償
街
バ
ウ
当
り
-
六
五
と
同
額
を
支

払
っ
た
。
し
か
も
「
以
前
に
強
制
栽
培
を
実
施
し
て
い
た
工
場
の
自
由
栽
培
の
た
め
に
、
1
八
七
1
年
の
正
規
の
取
決
め
で
政
庁
栽
培
用
と
し

て
指
定
さ
れ
た
の
と
同
じ
土
地
区
画
が
引
き
統
い
て
三
年
輪
作
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
」
や
'
「
オ
レ
ア
ン
、
リ
ン
ギ
ン
ア
ノ
ム
、

'
ハ
ソ
ジ
ィ
t
工
場
の
た
め
に
'
記
憶
の
及
ぶ
限
り
の
昔
か
ら
砂
糖
キ
ビ
が
栽
培
さ
れ
て
き
て
お
-
、
住
民
は
年
々
続
け
て
土
地
の
1
部
を
こ
の

栽
培
の
た
め
に
失
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
状
況
」
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
虚
偽
の
観
念
が
住
民
を
捉
え
や
す
か
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
方
法
は
強
制
栽
培
に
参
加
し
て
き
た
企
業
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
自
由
」
栽
培
の
み
で
出
発
し
た
新
設
企
業
に
お
い
て
も
用

い
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
o
　
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
工
場
の
例
を
見
る
と
'
メ
ッ
カ
帰
-
の
土
地
貸
出
農
民
で
か
つ
て
デ
サ
首
長
を
勤
め
た
1
農
民
は

大
要
次
の
よ
-
に
語
っ
て
い
る
。
即
ち
、
一
八
八
四
年
に
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
工
場
が
開
設
さ
れ
た
際
に
、
パ
ン
ジ
ィ
-
工
場
の
た
め
の
政
庁
栽

培
か
ら
解
放
さ
れ
た
土
地
全
部
を
こ
の
新
設
工
場
に
貸
し
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
約
束
が
結
ば
れ
、
彼
も
、
彼
の
デ
サ
の
住
民
も
等
し
-
こ

れ
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
O
　
こ
こ
で
は
、
パ
ン
ジ
ィ
-
工
場
の
強
制
栽
培
の
廃
止
の
条
件
は
タ
ソ
ジ
ュ

ソ
サ
-
工
場
へ
の
土
地
提
供
で
あ
る
と
い
う
形
の
虚
偽
の
観
念
の
流
布
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
同
じ
-
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
工
場
の
例
を
見

よ
う
。
工
場
の
新
設
さ
れ
た
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
郡
で
は
従
来
砂
糖
キ
ビ
栽
培
は
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
へ
　
工
場
側
が
既
存
の
慣
行
を
利
用
し
て
栽
培

用
地
を
確
保
す
る
と
い
っ
た
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
へ
住
民
が
土
地
を
貸
し
出
す
つ
も
-
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、
・
,
I
)
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し
貸
し
出
さ
ね
ば
政
庁
の
強
制
栽
培
を
導
入
す
る
と
言
っ
て
脅
迫
し
、
そ
れ
で
貸
出
を
さ
せ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
こ
の
工
場
の
場
合
に
は
強

④

圧
手
段
の
み
で
な
く
、
住
民
の
尊
敬
を
集
め
て
い
た
キ
ア
イ
・
マ
ス
の
家
を
企
業
負
担
で
建
て
て
や
る
な
ど
懐
柔
策
も
併
用
し
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
-
な
方
法
に
よ
っ
て
も
な
お
、
貸
出
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
水
田
占
有
者
が
出
た
場
合
、
様
々
な
方
法
が
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う

が
、
次
に
掲
げ
る
の
は
そ
の
1
例
で
あ
る
。
「
企
業
家
が
あ
る
広
さ
の
土
地
の
借
入
を
確
実
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
先
ず
へ
そ
れ
よ
り

も
小
さ
い
周
囲
の
部
分
の
借
入
か
ら
始
め
る
。
ま
だ
貸
し
出
し
て
な
い
区
画
の
占
有
者
も
、
自
分
の
耕
地
が
こ
う
し
て
完
全
に
囲
ま
れ
る
の
を

見
て
'
自
分
自
身
で
耕
作
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
土
地
へ
充
分
な
港
概
を
受
け
、
後
に
そ
の
土
地
を
余
分
な
水
か
ら
防
ぐ
と
い
う
点
で
、
非
常

'

蝣

'

蝣

:

に
大
き
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
を
自
覚
し
'
そ
の
土
地
を
企
業
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
-
な
る
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
こ
で
は

水
田
に
対
す
る
給
排
水
を
糖
業
側
が
事
実
上
支
配
す
る
こ
と
に
よ
-
、
農
民
が
土
地
を
手
離
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ん
で
ゆ
-
の
で

あ
っ
i
>
-

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
諸
手
段
を
通
し
て
の
土
地
確
保
に
仲
介
者
と
し
て
動
員
さ
れ
た
の
は
、
や
は
-
こ
こ
で
も
デ
サ
首
長
で
あ
っ
た
。
デ

サ
首
長
の
仲
介
者
と
し
て
の
一
般
的
な
役
割
は
、
郡
長
や
副
郡
長
の
家
で
行
な
わ
れ
る
借
地
料
の
支
払
や
、
土
地
耕
作
へ
工
場
内
労
働
の
契
約

⑥

締
結
時
の
前
払
金
支
払
の
際
に
証
人
と
し
て
立
ち
会
う
こ
と
へ
あ
る
い
は
諸
種
の
情
報
を
企
業
側
へ
提
供
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
時
に
は
先

に
見
た
よ
う
な
水
配
分
を
通
じ
て
の
貸
出
強
要
に
関
し
て
企
業
側
に
協
力
し
た
-
、
自
分
の
デ
サ
の
住
民
の
土
地
を
無
断
で
貸
し
出
し
て
し
ま

⑦

い
、
借
地
料
を
未
進
の
税
支
払
に
充
て
る
と
い
う
口
実
で
着
服
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
デ
サ
首
長
の
仲
介
に
対
し
て
、
企
業
側
は
召
換
金
g
e
t
u
i
g
e
n
g
e
l
d
と
い
-
名
目
で
現
金
を
与
え
た
の
で
あ
る
が
へ
　
こ
の
現

金
は
そ
の
名
目
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
貸
出
地
面
積
に
比
例
し
て
サ
ハ
ゥ
当
-
い
-
ら
と
い
う
形
で
'
し
か
も
土
地
貸
出
時
と
収
琵
時
の

二
回
に
分
け
て
支
払
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
の
で
、
)
.
 
)
れ
は
実
質
的
な
報
酬
a
a
n
b
r
。
n
g
c
n
g
c
l
d
で
あ
っ
た
と
、
ク
ル
七
ソ
報
告
は
述
べ

て
い
る
。
「
ハ
ゥ
当
-
の
金
額
は
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
I
四
、
パ
ン
ジ
ィ
-
 
、
タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
I
五
ヘ
　
ア
セ
ム
バ
グ
ス
I
二
1
・
五
〇
で
あ
っ
た
O

オ
レ
ア
ソ
と
リ
ン
ギ
ソ
ア
ノ
ム
の
二
工
場
で
は
、
こ
の
報
酬
は
当
初
、
農
園
係
頭
領
t
u
i
n
m
a
n
d
o
e
r
に
支
払
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
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八
八
九
年
に
リ
ソ
ギ
ソ
ア
ノ
ム
が
栽
培
面
積
を
七
〇
〇
バ
ゥ
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
計
画
へ
　
オ
レ
ア
ン
の
栽
培
地
域
へ
の
進
出
を
試
み
て
以
降

は
、
デ
ナ
首
長
に
対
し
て
も
.
ハ
ウ
当
-
I
〓
ど
支
払
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
O
借
地
競
争
が
激
化
す
れ
ば
t
や
は
-
デ
サ
首
長
を
味
方

(.fノ

に
つ
け
る
^
E
'
~
こ
?
っ
た
C
で
⊥
c
-
x
<
"

加
え
て
へ
決
に
掲
げ
る
ア
セ
ム
バ
グ
ス
工
場
の
例
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
よ
-
上
級
の
首
長
の
権
威
を
動
員
す
る
こ
と
も
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
工
場
は
第
一
表
に
示
し
た
よ
う
に
t
 
T
八
八
四
/
八
五
年
か
ら
栽
培
を
開
始
し
た
「
自
由
」
栽
培
の
み
の
企
業
で
あ
っ
た
.
報
告
の
述

⑨

ぺ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
工
場
の
八
五
年
の
収
琶
面
積
は
一
四
〇
パ
ゥ
、
八
六
年
は
二
六
八
バ
ウ
で
あ
っ
た
が
'
こ
れ
は
企
業
側
の
期
待

に
背
-
も
の
で
あ
っ
た
O
当
時
唐
価
が
下
話
し
た
た
め
最
低
で
も
五
〇
〇
バ
ゥ
の
栽
培
面
積
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
の
に
、
住
民
は

昔
に
進
ん
で
土
地
を
貸
し
出
そ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
.
そ
こ
で
工
場
側
は
行
政
の
援
助
を
要
請
し
、
そ
の
結
果
、
パ
ナ
ル
カ
ソ
の
パ

テ
ィ
が
工
場
所
在
地
ス
ム
プ
ル
ワ
ル
郡
へ
派
遣
さ
れ
て
-
る
。
八
七
年
三
月
二
〇
日
に
現
地
へ
到
着
し
た
。
パ
テ
ィ
が
レ
へ
ソ
ト
に
宛
て
た
二
二

日
付
害
筒
に
よ
る
と
'
彼
は
副
理
事
か
ら
秘
密
命
令
を
口
頭
で
与
え
ら
れ
て
い
た
が
'
そ
の
内
容
は
住
民
や
デ
サ
首
長
が
土
地
貸
出
に
応
じ
よ

う
と
は
し
な
い
理
由
を
調
査
す
る
こ
と
と
、
土
地
貸
出
を
促
進
す
る
た
め
に
影
響
力
を
発
揮
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
か
く
し
て

彼
は
工
場
側
と
協
議
し
て
契
約
草
案
を
作
成
し
た
-
、
水
田
貸
出
は
行
政
命
令
で
あ
る
と
住
民
に
信
じ
込
ま
せ
る
た
め
に
手
を
つ
-
す
な
ど
し

て
、
l
〇
日
間
で
新
た
に
八
八
バ
ゥ
を
借
-
入
れ
た
と
い
う
。
こ
の
結
果
、
四
月
初
に
は
ア
セ
ム
バ
グ
ス
の
確
保
し
た
土
地
は
、
以
前
に
自
力

で
借
-
入
れ
た
1
八
二
バ
ゥ
と
併
せ
て
二
七
〇
バ
ゥ
ま
で
拡
大
し
た
が
、
工
場
側
は
溝
足
せ
ず
、
水
田
占
有
者
が
あ
ま
-
に
も
し
ば
し
ば
郡
長

宅
へ
呼
び
出
さ
れ
る
の
に
反
撤
し
て
、
か
え
っ
て
貸
出
に
応
じ
な
-
な
っ
て
い
る
と
パ
テ
ィ
を
非
難
し
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
工
場
は
へ
　
こ
の

年
以
降
も
郡
長
や
副
郡
長
な
ど
の
援
助
を
し
ば
し
ば
求
め
た
と
い
う
。
ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
郡
郡
長
と
ト
レ
ガ
ン
チ
ョ
副
郡
の
副
郡
長
に
よ
る
と
、

⑬

援
助
の
中
味
は
'
デ
サ
首
長
に
対
し
て
以
前
と
同
じ
よ
う
に
土
地
貸
出
を
奨
励
す
る
義
務
が
あ
る
と
伝
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

以
上
か
ら
見
る
と
、
こ
こ
で
は
デ
サ
首
長
に
加
え
て
、
郡
長
の
役
割
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
森
弘
之
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
強
制

⑫

栽
培
制
度
下
で
栽
培
や
土
地
占
有
に
干
渉
し
た
の
は
郡
長
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
世
襲
的
個
人
占
有
地
域
で
土
地
紛
争
の
調
停
・
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⑳

解
決
に
当
る
の
が
郡
長
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
'
郡
長
が
デ
サ
首
長
に
土
地
貸
出
奨
励
を
言
い
渡
し
た
-
、
あ
る
い
は
占
有

者
を
郡
長
宅
へ
呼
び
出
し
て
貸
出
を
勧
め
た
-
し
た
こ
と
は
非
常
に
有
効
な
貸
出
促
進
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
0

こ
の
時
期
の
ブ
ス
キ
州
内
の
残
-
の
諸
県
に
あ
る
各
工
場
が
ど
の
よ
う
な
手
段
で
住
民
の
貸
出
を
促
進
し
た
の
か
は
史
料
の
記
述
が
乏
し
-

不
詳
で
あ
る
が
、
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
や
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
県
に
つ
い
て
は
「
.
,
(
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
へ
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
県
で
は
政
庁
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培

は
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
な
-
、
私
企
業
に
よ
る
砂
糖
キ
ビ
栽
培
も
な
お
始
ま
っ
て
日
が
浅
い
の
で
あ
る
が
、
人
々
は
。
ハ
ナ
ル
カ
ソ
に
お
け
る
大

⑬

半
の
工
場
の
方
式
を
モ
デ
ル
に
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
デ
サ
首
長
を
,
)
の
栽
培
の
た
め
に
接
待
す
る
た
め
で
あ
る
　
。
」
　
と
あ
-
'
今

ま
で
述
べ
て
来
た
の
と
は
ぼ
同
様
の
や
-
方
が
採
ら
れ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
デ
サ
首
長
に
対
す
る
報
酬
は
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
県
が
.
ハ
ゥ
当
-

-
二
1
、
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
は
土
地
が
借
-
や
す
か
っ
た
の
で
I
〇
・
五
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ブ
ス
キ
県
(
後
の
ポ
ソ
ド
ゥ
ォ
ソ

県
ブ
ス
キ
監
督
官
管
区
)
に
関
し
て
は
「
ド
ゥ
・
マ
ー
ス
と
プ
ド
ゥ
ア
ン
の
企
業
主
は
デ
サ
首
長
の
援
助
を
求
め
な
か
っ
た
の
で
'
召
換
金
の
支

m

弘
な
ど
問
題
に
な
ら
な
い
」
と
報
告
さ
れ
、
ま
た
　
「
共
同
占
有
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
個
人
占
有
の
み
で
あ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
デ
サ
首
長
の

土
地
借
入
に
関
す
る
仲
介
は
排
除
し
う
る
し
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
利
害
関
係
を
有
す
る
企
業
主
は
、
水
田
占
有
者
と
個
々
に
取
決

を
結
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
は
、
ド
ゥ
・
マ
ー
ス
と
ブ
ド
ウ
ア
ン
の
企
業
主
が
示
す
と
こ
ろ
で
あ
-
、
こ
れ
が
他
の

県
で
出
来
な
い
と
い
う
l
J
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
な
ど
1
つ
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
も
ブ
ス
キ
州
理
事
は
'
デ
サ
首
長
が
契
約
締
結
に

⑮

際
し
て
如
何
な
る
仲
介
を
な
す
こ
と
も
、
報
酬
を
受
け
取
る
こ
と
も
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
限
り
'
こ
の
地
域
で

は
仲
介
や
強
制
と
い
っ
た
手
段
を
採
ら
ず
に
ス
ム
ー
ズ
に
借
地
が
可
能
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
・

さ
て
も
　
次
に
M
.
I
V
.
に
記
載
の
借
地
に
関
す
る
記
述
を
手
が
か
-
に
二
〇
世
紀
初
め
の
状
況
を
検
討
し
て
み
よ
う
O
　
今
と
ュ
・
J
述
べ
て
来
た

デ
サ
酋
長
の
仲
介
に
つ
い
て
は
へ
　
「
借
地
に
際
し
て
へ
し
ば
し
ば
デ
サ
首
長
や
デ
サ
役
人
の
仲
介
で
情
報
が
提
供
さ
れ
る
。
デ
サ
首
長
が
村
民

の
土
地
を
本
人
に
無
断
で
勝
手
に
貸
し
出
し
て
し
ま
う
こ
と
も
ま
ま
あ
る
が
、
た
い
て
い
は
す
ぐ
に
f
f
r
t
見
し
て
し
ま
う
。
ま
た
へ
デ
サ
首
長
が

税
支
払
の
悪
い
者
に
貸
出
を
強
要
す
る
こ
と
も
あ
る
。
あ
る
企
業
は
借
地
に
際
し
て
プ
テ
ィ
ン
ギ
(
デ
サ
首
長
の
こ
と
　
-
　
引
用
老
)
に
何
も
払
わ
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な
い
。
三
つ
の
企
業
は
借
入
地
一
¥
ゥ
に
つ
き
f
二
一
・
五
1
-
四
を
支
払
い
、
l
企
業
は
借
入
面
積
と
は
関
係
な
-
九
ケ
月
間
、
デ
サ
首
長
に

⑬

固
定
給
を
支
払
う
。
」
　
(
ン
I
.
W
.
1
i
.
1
3
5
.
P
a
n
a
r
o
c
k
a
n
)
と
あ
る
よ
う
に
'
パ
ナ
ル
カ
ソ
で
は
相
か
わ
ら
ず
そ
れ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
.
そ
の
結

果
、
例
え
ば
、
「
ス
グ
ソ
ダ
ン
　
S
o
c
g
o
e
n
d
a
n
g
と
ス
,
・
,
リ
ン
　
S
e
m
i
r
i
n
g
(
シ
ト
ゥ
ポ
ン
ド
郡
)
　
の
デ
サ
首
長
は
コ
タ
べ
ダ
I
(
o
t
a
b
e
d
a
(
バ
ナ

ル
カ
ソ
訂
)
の
デ
サ
首
長
と
と
も
に
l
九
〇
三
年
に
解
任
さ
れ
た
が
へ
　
そ
の
理
由
は
糖
業
へ
の
土
地
貸
出
に
際
し
て
強
制
を
し
た
と
い
-
こ
と
で

∵

あ
っ
た
」
と
い
う
よ
う
な
報
告
も
見
ら
れ
る
　
M
.
I
V
.
L
.
2
4
4
.
(
e
)
.
に
は
貸
出
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
農
民
に
対
す
る
デ
サ
首
長
の
強
引
な

や
-
方
の
例
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
本
県
で
は
度
々
起
る
こ
と
だ
が
、
水
田
占
有
者
が
工
場
へ
土
地
を
貸
し
出
そ
う
と
し
な
い
場
合
に
は
、

彼
は
デ
サ
首
長
に
い
じ
め
ら
れ
た
-
、
デ
サ
首
長
の
命
令
で
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
-
す
る
。
例
え
ば
、
砂
糖
キ
ビ
畑
に
火
事
が
起
っ
た

時
、
彼
は
た
だ
ち
に
逮
捕
さ
れ
、
火
の
出
た
場
所
か
ら
走
-
出
て
き
た
と
か
、
砂
糖
キ
ビ
に
火
を
付
け
て
や
る
と
脅
迫
し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
と
か
難
癖
を
つ
け
ら
れ
、
そ
し
て
す
ぐ
さ
ま
も
そ
れ
を
見
た
と
か
聞
い
た
と
い
う
二
人
の
証
人
が
出
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
難
癖

を
つ
け
る
こ
と
が
生
じ
る
理
由
は
、
デ
サ
首
長
が
企
業
か
ら
得
る
.
,
(
ウ
当
-
f
二
1
・
五
〇
か
、
も
し
-
は
毎
年
三
月
か
ら
二
月
ま
で
受
け
取

る
固
定
給
で
、
企
業
側
が
召
換
金
と
称
し
て
い
る
も
の
以
外
に
は
な
い
。
」
　
こ
の
よ
う
に
、
¥
ゥ
当
-
い
-
ら
の
仲
介
手
数
料
の
た
め
に
糖
業

側
に
立
っ
て
行
動
す
る
デ
サ
首
長
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
九
〇
年
代
初
に
も
強
制
や
仲
介
の
見
ら
れ
な
か
っ
た
ブ
ス
キ
監
督
官
管
区
に
関
し
て
は
、
M
.
W
.
E
.
1
3
5
.
は
　
「
デ
サ
行
政

に
よ
る
強
制
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
一
塊
-
の
土
地
全
体
を
借
-
入
れ
て
登
録
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
借
地
は

(
と
-
わ
け
へ
ド
ゥ
・
マ
ー
ス
に
関
す
る
)
契
約
調
査
か
ら
常
に
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
少
し
つ
つ
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
土
地
の
貸

出
が
デ
サ
首
長
の
命
令
や
強
制
な
し
に
行
な
わ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
貸
出
者
が
借
地
料
を
受
け
取
る
の
に
、
い
つ
も
デ
サ
首
長
が
同
行

す
る
と
は
限
ら
な
い
。
貸
出
者
達
が
工
場
に
つ
い
て
良
-
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
首
長
の
同
席
は
余
計
な
こ
と
で
あ
る
。
時
々
デ
サ
首

長
が
貸
出
者
達
に
同
行
す
る
の
は
へ
　
い
-
つ
か
の
デ
サ
で
実
際
に
あ
っ
た
こ
と
だ
が
'
工
場
側
の
調
簿
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
た
借
地
料
の
受

取
が
拒
否
さ
れ
、
改
め
て
払
い
直
す
必
要
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
O
　
こ
の
仕
事
の
代
位
と
し
て
、
首
長
は
貸
出
地
1
.
,
ハ
ウ
当
り
f
一
～
一
・
五
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⑬

を
補
償
さ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
お
-
t
や
は
-
こ
の
時
期
に
も
借
地
に
困
難
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
九
〇
年
代
初
に
は
パ
ナ
ル
カ
ソ
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
言
わ
れ
た
バ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
、
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

前
者
に
つ
い
て
は
記
述
が
乏
し
い
が
、
M
.
W
.
E
.
1
3
5
.
に
よ
れ
ば
借
地
に
際
し
て
デ
サ
行
政
が
介
入
す
る
こ
と
は
な
い
と
言
わ
れ
る
。
ポ
ン

ド
ウ
ォ
ソ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。
「
そ
の
よ
う
な
(
デ
サ
首
長
や
デ
サ
役
人
に
よ
る
　
-
　
引
用
老
)
強
制
の
例
は
'
こ
こ
で
は
知

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
お
け
る
マ
'
ツ
ラ
人
の
性
質
は
、
デ
サ
首
長
に
よ
っ
て
自
分
達
の
権
利
が
削
ら
れ
る
l
J
と
を
容
認
す
る
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
。
時
々
へ
土
地
の
貸
借
に
際
し
て
デ
サ
首
長
の
『
仲
介
』
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
の
は
あ
-
う
る
こ
と
だ
が
、
決
し
て
通
例
で
は
な
い
。

砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
に
ま
だ
毎
年
の
契
約
が
取
-
結
ば
れ
て
い
た
頃
に
は
、
デ
サ
首
長
に
対
し
て
貸
出
水
田
1
サ
ハ
ゥ
当
り
!
二
を
贈
る
こ
と

が
慣
例
で
あ
っ
た
が
、
1
二
年
間
の
契
約
が
結
ば
れ
て
以
降
は
、
1
部
6
.
デ
サ
首
長
に
関
し
て
は
こ
の
慣
例
が
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現

在
な
お
プ
レ
ミ
ア
ム
を
受
け
取
っ
て
い
る
著
も
t
 
I
一
よ
-
多
-
を
得
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
(
な
お
プ
レ
・
,
、
ア
ム
を
受
け
取
っ
て
い
る

と
い
う
　
-
　
引
用
者
)
事
実
も
、
こ
れ
が
土
地
借
入
の
際
に
貸
さ
れ
る
援
助
に
対
し
て
報
酬
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
よ

う
な
結
論
を
導
き
出
す
も
の
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
贈
物
は
村
落
首
長
側
に
起
-
う
る
反
対
を
な
だ
め
る
た
め
に
企
業

家
に
と
っ
て
必
要
な
手
段
、
特
に
砂
糖
工
場
が
存
在
す
る
が
故
に
関
係
村
落
の
首
長
が
ど
う
し
て
も
担
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
治
安
や
行
政
の
分
野
に

お
け
る
仕
事
の
増
大
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
補
債
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
土
地
の
借
入
は
'
砂
捺
キ
ビ
栽
培
の
た
め
の
も
の
で
あ
れ
、

タ
'
ハ
コ
栽
培
の
た
め
の
も
の
で
あ
れ
、
関
係
す
る
企
業
の
農
場
係
頭
領
や
代
理
人
の
手
を
通
し
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
-
'
こ
れ
ら
の
人
達
が

各
々
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
へ
土
地
所
有
者
と
直
接
に
交
渉
す
る
の
で
あ
る
。
」
　
こ
こ
で
は
'
以
前
に
比
べ
て
デ
サ
首
長
の
仲
介
が
織
り
'
彼
ら

が
借
地
そ
の
も
の
に
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
に
な
っ
た
こ
と
へ
そ
し
て
こ
の
変
化
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
一
二
年
契
約
の
行
詰
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
以
下
、
我
々
は
こ
の
一
二
年
契
約
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
権
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
借
地
期
限
を
具
体
的
に
規
定
し
た
滋
初
の
法
令
は
1
八
七
1
年
の
借
地
令
(
S
l
i
M
t
s
b
l
a
t
l
,
1
8
7
1
.

n
o
.
1
6
3
.
)
で
あ
-
、
こ
れ
に
よ
る
と
世
襲
的
個
人
占
有
地
の
場
合
の
最
大
期
限
は
五
年
間
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
l
八
九
五
年
に
借
地
令
が
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⑲改
正
さ
れ
、
世
襲
的
個
人
占
有
地
及
び
固
定
持
分
制
共
同
占
有
地
持
分
の
借
地
期
限
が
T
二
年
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
-
、
ブ
ス
キ
州
の

糖
菜
の
中
に
は
1
二
年
契
約
を
結
ぶ
工
場
が
出
て
き
た
。
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
県
の
タ
ソ
ガ
ラ
ン
工
場
な
ど
は
、
M
.
W
.
の
調
査
時
点
で
大
半
の
契

ォ約
が
1
二
年
契
約
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
'
1
0
年
代
初
め
に
は
そ
の
更
新
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
。
ハ
ナ
ル
カ
ソ
県
に
隈
を
移
す
と
、
プ
ラ
ジ

ュ
カ
ソ
工
場
が
1
九
〇
二
年
ご
ろ
か
ら
、
ま
た
ア
セ
ム
'
バ
グ
ス
工
場
も
1
九
〇
五
年
か
ら
三
年
輪
作
を
主
体
に
し
た
1
二
年
契
約
を
締
結
す
る

⑳よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
K
.
V
.
1
9
1
0
,
p
.
2
1
8
.
に
よ
れ
ば
「
ブ
ス
キ
で
は
土
地
は
ふ
つ
う
栽
培
期
間
(
1
八
～
二
二
ケ
月
)
単
位
に
借
-

入
れ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
パ
ナ
ル
カ
ン
県
の
全
工
場
と
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
県
の
タ
ン
ガ
ラ
ソ
工
場
で
は
、
現
在
、
そ
の
土
地
を
一
二
年
間

⑳借
-
て
い
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
一
二
年
契
約
が
。
ハ
ナ
ル
カ
ン
の
他
の
工
場
で
も
採
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

l
J
の
一
二
年
契
約
が
ど
の
よ
う
に
締
結
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
一
九
〇
五
年
六
月
二
六
日
付
の
パ
ナ
ル
カ
ソ
の
レ
へ
ソ
ト
の
報
告
は
以
下

の
よ
う
に
具
体
的
に
述
べ
る
。

l
。
農
民
は
ま
る
で
企
業
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
彼
ら
が
現
金
を
手
も
と
に
持
っ
て
お
-
、
水
田
を
貸
し
出
さ
な
い
方
を

希
望
し
た
-
、
借
地
料
の
値
上
げ
を
望
ん
で
も
、
そ
れ
は
出
来
な
い
。
彼
ら
は
も
う
既
に
1
二
年
間
の
、
四
回
の
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め

の
契
約
を
結
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

2
。
こ
の
借
地
契
約
は
公
正
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
貸
出
が
登
録
さ
れ
る
三
ケ
月
前
に
工
場
支
配
人
は
現
金
支
払
で
借
-
入
れ
た
の
だ
が
'

そ
の
際
に
は
『
慣
例
に
よ
っ
て
』
(
m
e
n
o
e
r
o
e
t
b
a
g
e
b
i
h
a
s
a
)
と
い
う
以
外
の
条
件
を
つ
け
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
現
金
を
受
け
取
っ

た
三
ヶ
月
後
に
、
農
民
達
は
監
督
官
に
よ
る
登
録
(
の
調
査
)
を
受
け
る
た
め
、
郡
も
し
-
は
副
郡
へ
呼
び
出
さ
れ
る
。
そ
こ
で
支
配
人
は
、

借
地
期
間
は
一
二
年
で
あ
っ
た
と
か
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
四
回
分
で
あ
っ
た
と
か
言
う
の
で
あ
る
。
県
民
達
は
そ
ん
な
事
は
全
-
望
み
も
し

な
い
の
で
、
今
ま
で
ど
お
-
砂
糖
キ
ビ
栽
培
7
回
分
の
貸
出
の
は
ず
で
は
な
い
か
と
問
い
質
す
o
こ
れ
に
対
し
て
支
配
人
は
次
の
よ
-
に

答
え
る
の
で
あ
る
。
「
も
し
、
諸
君
ら
が
私
の
言
っ
た
よ
う
に
望
ま
な
い
な
ら
、
受
け
取
っ
た
金
額
を
返
し
て
-
れ
。
そ
う
す
れ
ば
諸
君

ら
の
水
田
を
借
-
よ
う
と
は
し
な
い
か
ら
。
」
け
れ
ど
も
、
農
民
達
に
は
こ
の
金
を
返
済
す
る
力
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
既
に
食
費
に
使
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っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
彼
ら
は
上
述
し
た
支
配
人
の
希
望
に
沿
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
彼
ら
は
、
自

分
達
の
水
田
を
砂
糖
キ
ビ
栽
培
四
回
分
の
期
間
も
貸
し
出
そ
-
な
ど
と
は
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
レ
.
へ
ソ
ト
は
、
2
。
の
内
容
を
更
に
詳
細
に
説
明
す
る
た
め
に
へ
一
二
年
契
約
で
土
地
を
貸
し
出
し
た
一
〇
名
の
農
民
に
関
し
て
自
ら
実

施
し
た
調
査
の
結
果
を
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

伺
　
聴
取
を
受
け
た
四
名
の
者
が
語
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
彼
ら
は
も
と
も
と
は
l
人
の
工
場
の
頭
領
の
求
め
に
応
じ
て
水
田
を
貸
し
出
し
た
。

こ
の
た
め
に
工
場
へ
呼
び
出
さ
れ
、
(
一
年
分
の
)
借
地
料
を
支
配
人
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
た
際
に
は
、
「
慣
例
に
従
っ
て
」
と
い
う
以
外

に
は
何
ら
別
の
条
件
は
付
か
な
か
っ
た
。
三
ケ
月
後
、
監
督
官
に
よ
る
契
約
調
査
の
際
に
'
か
の
支
配
人
は
借
地
期
間
は
一
二
年
間
で
あ

る
'
す
な
わ
ち
砂
糖
キ
ビ
栽
培
四
回
分
と
稲
八
回
分
の
期
間
で
あ
る
と
述
べ
た
。
人
々
は
こ
の
時
、
そ
れ
は
お
か
し
い
と
反
論
し
、
土
地

は
砂
糖
キ
ビ
栽
培
一
回
分
の
期
間
だ
け
貸
し
出
さ
れ
う
る
の
で
は
な
い
か
と
問
い
質
し
た
の
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
支
配
人
は
再
び
次
の

よ
-
に
述
べ
た
。
「
諸
君
ら
が
我
々
の
希
望
通
-
に
す
る
こ
と
を
望
ま
な
い
の
な
ら
、
受
け
取
っ
た
借
地
料
を
返
し
て
-
れ
れ
ば
よ
い
o

そ
-
す
れ
ば
私
は
諸
君
ら
の
水
田
を
借
-
は
し
な
い
。
」
　
こ
の
返
済
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
本
当
は
自
分
達
の
土
地
を
一
二
年
間
も
貸

し
出
す
こ
と
な
ど
望
ん
で
い
な
か
っ
た
の
に
'
人
々
は
工
場
側
の
希
望
に
沿
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

㈲
　
別
の
二
人
は
最
初
か
ら
一
二
年
間
貸
し
出
す
こ
と
を
希
望
し
た
が
、
そ
れ
は
そ
う
す
れ
ば
一
二
年
分
の
借
地
料
全
部
を
一
度
に
手
に
入

れ
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
だ
と
言
う
。
彼
ら
は
工
場
へ
来
た
時
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
一
回
分
の
期
間
の
借
地
料
し
か
真
え

な
か
っ
た
の
で
全
額
の
支
払
を
要
求
す
る
と
、
工
場
側
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。
「
そ
の
こ
と
は
校
で
簡
単
に
か
た
が
つ
-
(
後
で
う
ま
-

行
-
)
か
ら
よ
ろ
し
い
。
と
も
か
-
先
ず
こ
の
金
を
受
け
取
っ
て
く
れ
.
」
　
こ
の
人
達
は
不
足
分
は
す
ぐ
そ
の
う
ち
に
エ
え
る
だ
ろ
う
と
考

え
て
'
こ
の
時
に
は
そ
の
金
を
受
け
取
っ
た
の
で
あ
る
。
約
三
ケ
月
後
の
契
約
調
査
の
襟
に
企
業
側
は
へ
　
こ
の
人
達
が
既
に
1
二
年
間
貸

出
を
行
な
っ
た
の
だ
と
述
べ
、
彼
ら
も
企
業
側
の
主
張
に
同
意
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
企
業
側
は
も
し
異
議
が
あ
る
な
ら
彼

ら
は
受
け
取
っ
た
借
地
料
を
速
か
に
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
言
っ
た
が
、
彼
ら
は
そ
の
金
を
も
う
使
っ
て
し
ま
っ
て
お
-
返
済
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で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
彼
ら
は
(
レ
へ
ソ
ト
l
l
対
し
て
)
l
二
年
契
約
の
条
件
に
し
た
が
え
ば
ま
だ
二
回
、
三
回
の
栽
培

一
J
'
S
'
i
め
な
け
れ
'
・
>
ォ
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
条
件
は
公
正
で
は
な
い
か
ら
も
う
こ
れ
以
上
の
借
地
料
も
受
け
取
-
た
く
な
い
し
'

土
2
サ
:
>
」
ド
1
.
・
.
'
.
-
'
.
ヒ
ー
蝣
"
.
'
蝣
z
c
-
:
i
-
O
'
i
引
　
渡
し
i
i
-
は
な
い
と
述
'
へ
・
1
-

回
　
別
の
l
人
の
鳥
取
ざ
れ
た
著
は
'
最
初
に
述
べ
た
四
人
の
場
合
と
同
じ
や
-
方
で
そ
の
土
地
を
貸
し
出
し
た
が
、
そ
れ
は
栽
培
l
回
分

の
期
間
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
-
、
!
三
四
の
借
地
料
を
受
け
取
っ
た
。
契
約
調
査
の
際
、
工
場
側
が
一
二
年
契
約
の
つ
も
り
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
-
、
役
は
そ
れ
を
認
め
た
-
な
か
っ
た
の
で
'
そ
れ
な
ら
受
け
取
っ
た
借
地
料
を
僅
か
七
日
の
う
ち
に
返
済
せ
よ
と
言
わ

れ
た
時
も
役
は
こ
れ
を
返
済
し
た
。
け
れ
ど
も
へ
　
こ
の
た
め
に
彼
は
二
バ
ウ
の
広
さ
の
畑
の
収
穫
を
売
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
O
　
こ
う
し

て
役
は
ち
ょ
う
ど
-
三
四
を
手
に
入
れ
た
の
で
あ
る
が
、
も
し
こ
ん
な
に
大
急
ぎ
で
売
る
の
で
な
か
っ
た
な
ら
、
彼
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は

確
実
に
-
五
〇
は
も
た
ら
し
え
た
で
あ
ろ
う
。

仙
　
最
後
に
残
る
三
人
が
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
あ
る
日
、
ア
セ
ム
バ
グ
ス
工
場
の
頭
領
の
l
人
が
デ
サ
内
で
、
水
田
占
有
者
は
工
場
か
ら

金
を
借
-
る
こ
と
が
出
来
る
と
触
れ
ま
わ
っ
た
O
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
1
九
〇
四
年
1
0
月
に
そ
こ
へ
出
向
き
、
実
際
に
各
々
-
三
五
・
四

四
五
、
I
二
・
九
〇
、
-
一
〇
・
二
〇
を
借
金
し
た
。
そ
の
翌
月
の
断
食
月
(
二
月
)
に
彼
ら
は
工
場
へ
呼
び
出
さ
れ
、
そ
こ
で
一
九

〇
六
年
分
の
借
地
料
を
支
払
い
た
い
旨
を
告
げ
ら
れ
、
ま
た
各
々
f
七
〇
・
八
九
、
-
I
I
三
・
八
〇
、
蝣
H
l
〇
・
四
〇
を
受
け
取
っ
た
.

し
か
し
彼
ら
が
そ
の
金
を
収
め
た
時
、
工
場
側
は
彼
ら
の
以
前
の
借
金
の
返
済
を
求
め
た
の
で
そ
れ
を
完
済
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
へ
彼
ら
は

各
々
土
二
五
・
四
四
五
、
I
二
・
九
〇
t
 
f
一
〇
二
一
〇
を
手
に
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
て
工
場
側
が
言
う
こ
と
は
、
彼
ら

は
土
地
を
一
二
年
間
貸
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
-
、
も
し
そ
れ
が
い
や
な
ら
受
け
取
っ
た
借
地
料
(
各
々
f
七
〇
・
八
九
へ
-

二
三
・
八
〇
'
上
l
〇
・
四
〇
)
を
返
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
返
済
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
'
彼
ら
は
こ

㊨

の
時
、
工
場
側
の
要
望
通
-
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
第
1
に
住
民
は
必
ず
し
も
長
期
に
わ
た
っ
て
自
ら
の
土
地
を
貸
し
出
す
こ
と
を
望
ん
で
は
い
な
い
こ
と
で
あ
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る
O
そ
れ
ゆ
え
に
1
0
年
代
に
進
め
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
契
約
の
更
新
も
決
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
は
進
展
せ
ず
も
再
契
約
を
し
ぶ
る
農
民
に
対
し
て
'

工
場
側
は
契
約
借
地
料
に
加
え
て
1
年
に
つ
き
バ
ゥ
当
-
f
二
・
五
〇
へ
も
し
-
は
最
初
の
借
地
料
支
払
時
に
1
年
分
の
借
地
料
を
上
載
せ
し

⑳

て
支
払
う
と
い
う
条
件
を
提
示
し
て
、
締
結
を
促
進
し
た
と
い
う
。
第
二
に
目
に
つ
-
の
は
企
業
の
極
め
て
強
引
な
姿
勢
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
場
合
に
契
約
の
締
結
が
住
民
の
現
金
不
足
に
つ
け
込
む
形
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
、
こ
う
し
た
契
約
締
結
に
際
し
て
デ
サ
首

長
が
登
場
し
て
こ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
の
一
二
年
契
約
の
目
的
は
、
「
長
期
に
わ
た
っ
て
土
地
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
と
と
も
に
'
監
督
官
管
区
ボ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
の
タ
.
ハ
コ
企

⑳

業
か
ら
の
競
争
に
対
す
る
恐
れ
か
ら
で
も
あ
る
-
-
」
と
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
1
般
的
に
は
企
業
間
の
借
地
競
争
に
勝
ち
技
き
、
安
定
し
た

土
地
確
保
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
'
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
方
法
は
州
内
で
も
特
に
借
地
が
困

難
だ
っ
た
パ
ナ
ル
カ
ソ
、
ボ
ソ
ド
ゥ
ォ
ソ
両
地
域
に
お
い
て
の
み
適
用
さ
れ
て
お
-
、
し
か
も
デ
サ
首
長
の
仲
介
に
頼
ら
な
い
と
い
う
点
で
'

借
地
の
困
難
に
対
す
る
新
し
い
対
応
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
l
J
と
は
、
二
〇
世
紀
初
の
段
階
の
ブ
ス
キ
権
業

が
ー
商
品
経
済
の
圧
倒
的
な
発
展
と
い
う
状
況
の
中
で
、
強
制
栽
培
制
度
以
来
の
在
地
権
力
を
仲
介
者
と
し
て
利
用
す
る
と
い
う
路
線
か
ら
t

よ
り
「
近
代
的
」
な
商
品
貨
幣
関
係
を
媒
介
と
し
た
方
法
へ
の
転
換
を
目
ざ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

40 (190)

以
上
の
よ
う
に
、
本
章
で
は
糖
業
の
借
地
の
や
-
方
を
、
専
ら
ブ
ラ
ン
チ
-
シ
ョ
ソ
側
か
ら
具
体
的
に
見
て
き
た
。
こ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ

た
様
々
な
手
段
は
、
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
の
ま
と
ま
っ
た
用
地
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま

た
こ
の
地
域
の
水
田
が
世
襲
的
個
人
占
有
で
あ
る
が
ゆ
え
に
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
'
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
手
段
を
通
じ
て

の
借
地
は
、
こ
の
地
域
の
農
民
に
と
っ
て
は
1
体
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
O
以
下
、
章
を
改
め
て
こ
の
借
地
の
問
題
を
良
民

側
か
ら
検
討
し
、
そ
こ
か
ら
糖
業
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
借
地
が
ブ
ス
キ
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。

ゥ

　

A

'

.

V

.

1

8

9

2

,

i

・

.

2

1

4

.

②
　
こ
の
調
査
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
l
r
r
a
s
c
r
l
i
a
t
o
n
&
C
o
.
と
A
n
t
-
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vI'・Jl蝣'さL t∫t

m
a
e
t
&
C
o
.
と
い
う
二
つ
の
梧
業
が
内
務
省
B
i
n
n
e
n
l
a
n
d
 
B
e
s
t
u
u
r
の
長
官

に
対
し
て
'
当
時
の
ブ
ス
キ
州
理
事
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ッ
ト
D
e
 
W
i
t
　
に
対
す
る

不
満
を
訴
え
出
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
'
ウ
ィ
ッ
ト
は
デ
サ
首
長
が

工
場
へ
来
る
こ
と
や
'
毎
年
行
な
わ
れ
る
圧
搾
機
閃
き
の
行
列
へ
の
参
加
へ
あ
る

い
は
f
-
n
c
∴
=
汀
へ
　
工
‥
;
_
;
-
z
^
*
r
り
E
f
^
o
e
に
.
正
人
-
'
.
)
し
て
叫
」
3
†
う
こ
と

を
禁
止
す
る
な
ど
'
デ
サ
首
長
と
ブ
ラ
ン
チ
-
シ
フ
ソ
側
と
の
接
触
を
制
限
し
、

こ
の
た
め
'
住
民
は
政
庁
に
は
砂
だ
キ
ビ
栽
培
を
行
な
う
つ
も
-
が
な
い
か
の
如

-
思
い
込
ん
で
し
ま
い
'
「
自
由
」
栽
培
に
と
っ
て
色
々
と
不
都
合
が
生
じ
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
言
い
分
は
'
恐
ら
-
後
述
す
る
デ
サ
首
長
の

仲
介
や
強
制
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
動
き
に
対
抗
し
た
精
美
側
の
立
場
を
代
表
す

る
も
の
で
あ
ろ
-
。
詳
し
-
は
(
ォ
:
)
p
.
8
2
.
を
参
照
。

s
告
害
の
タ
イ
ト
ル
は
'
"
R
a
p
p
o
r
t
 
o
m
t
r
e
n
t
 
d
e
n
 
l
o
e
s
t
a
n
d
 
v
a
n
 
d
e

p
a
r
t
i
c
u
l
i
e
r
e
 
l
a
n
d
b
o
u
w
n
i
j
v
e
r
h
e
i
d
 
i
n
 
d
e
 
r
e
s
i
d
e
n
t
i
e
 
B
e
z
o
e
k
i
 
i
n
 
h
e
t

b
i
j
z
o
n
d
e
r
 
v
a
n
d
e
 
s
u
i
k
e
r
i
n
d
u
s
t
r
i
c
m
e
t
 
b
e
t
r
e
k
k
i
n
g
 
t
o
t
d
e
 
b
e
l
a
n
g
e
n

d
e
r
 
i
n
l
a
n
d
s
c
h
e
 
b
e
v
o
l
k
i
n
g
.
E
o
o
m
e
d
e
 
d
e
 
d
a
a
r
o
p
 
b
e
t
r
e
k
k
i
n
g
 
h
e
b
-

b
e
n
d
e
 
i
n
 
d
e
n
 
l
a
a
t
s
t
e
 
t
i
j
d
 
g
e
t
r
o
f
f
c
n
 
b
e
s
t
u
u
r
s
m
a
a
t
r
e
g
e
l
e
n
"
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
の
報
告
に
付
け
ら
れ
た
レ
ジ
ュ
メ
で
あ
る
"
D
e
 
V
r
i
j
e
 
S
u
i
l
ハ
e
r
・

c
u
l
t
u
u
r
 
i
n
 
d
e
 
r
e
s
i
d
e
n
t
i
e
 
B
e
z
o
c
k
i
"
D
e
 
l
n
d
i
s
c
h
e
 
G
i
d
s
,
1
8
9
4
-
1
.
p
.

8
2
-
9
-
1
,
p
.
2
5
7
-
2
6
4
.
(
(
ォ
!
)
と
省
略
)
'
及
び
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
に
関
す
る
l
部

で
あ
る
"
V
e
r
s
l
a
g
 
o
m
t
r
e
n
t
d
e
n
 
H
u
i
s
h
o
u
d
e
l
i
j
k
e
n
T
o
e
s
t
a
n
d
 
v
a
n
d
e
n

l
n
l
a
n
d
s
c
h
e
n
 
L
a
n
d
b
o
u
w
 
m
e
t
 
b
e
t
r
e
k
k
i
n
g
 
t
o
t
 
d
e
 
S
u
i
k
e
r
n
i
j
v
e
r
h
e
i
d

i
n
 
d
e
 
a
f
d
e
e
l
i
n
g
 
P
a
n
a
r
o
e
k
a
n
 
v
a
n
 
d
e
n
 
r
e
s
i
d
e
n
t
i
e
 
B
e
z
o
e
k
i
"
K
.
V
.

1
8
9
3
,
B
i
i
1
.
B
.
(
(
p
q
)
と
省
略
)
を
利
用
し
た
。

以
上
の
記
述
は
(
B
)
p
.
2
4
.
に
よ
る
。

(H)P.28.

(B)I).25.

(B)p.28.

⑧
　
(
B
)
p
.
2
†
2
5
1
を
参
照
。

③
　
八
六
年
収
班
の
た
め
の
栽
培
面
積
は
　
K
.
V
.
1
8
S
7
,
b
i
j
l
a
g
e
 
Z
Z
.
の
記
述
で

は
三
六
八
'
ハ
ウ
で
あ
る
。
い
ず
れ
が
正
し
い
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。

⑲
　
互
p
.
8
3
-
8
4
,
(
B
)
p
.
2
5
.
を
参
照
。

㊥
　
森
弘
之
「
ジ
ャ
ワ
の
『
共
同
的
占
有
』
と
強
制
栽
培
制
度
」
(
「
社
会
経
済
史
学

」
四
1
-
四
、
1
九
七
六
)
p
.
6
0
-
6
1
.

⑲
　
F
o
k
k
e
n
s
,
o
p
.
c
i
t
.
d
e
e
l
 
I
.
p
.
1
6
5
-
1
C
6
.
を
参
照
。

⑲
　
富
p
.
8
4
.

㊤
　
i
b
i
d
.

⑮
　
富
p
.
8
5
.

⑲
　
同
所
に
記
載
の
パ
ナ
ル
カ
ソ
の
レ
へ
ン
ト
の
報
告
も
同
様
の
内
容
を
述
べ
る
。

⑰
　
M
.
W
.
E
.
1
3
5
.
レ
へ
ソ
ト
報
告
を
参
照
。
な
お
へ
　
こ
の
内
容
に
対
し
て
t
 
M
.

W
.
E
.
1
4
5
.
に
記
載
の
福
祉
減
退
調
査
委
員
ア
ダ
ム
　
A
d
a
m
,
L
.
(
パ
ン
ジ
ィ
-

工
場
支
配
人
)
　
の
コ
メ
ン
ト
は
'
こ
れ
は
件
の
デ
サ
首
長
達
が
自
分
の
利
益
の
た

め
に
勝
手
に
や
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
'
工
場
側
は
関
知
し
な
い
と
反
論
し
て
い
る

が
'
貸
出
に
際
し
て
不
正
の
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
否
定
し
て
い
な
い
。

⑮
　
な
お
M
.
W
.
E
.
1
3
8
.
に
よ
れ
ば
'
ド
ゥ
・
マ
ー
ス
工
場
で
は
1
九
〇
三
年
ま

で
は
契
約
が
実
行
さ
れ
る
l
年
前
に
借
地
料
を
先
払
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
行
な

わ
れ
た
が
'
一
九
〇
三
年
に
廃
止
を
決
め
た
と
い
う
。
先
払
さ
れ
た
借
地
料
を
受

領
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
へ
受
け
取
っ
て
い
な
い
と
主
張
す
る
契
約
者
が
増
え
て

き
た
か
ら
だ
と
い
う
。
こ
れ
以
降
、
借
地
料
は
借
地
令
の
定
め
る
期
限
内
に
支
臥

わ
れ
'
速
や
か
に
登
銀
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
ブ
ド
ウ
ア
ソ
工
場
で

も
先
代
の
支
配
人
の
下
に
お
い
て
は
先
払
制
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
'
1
九
〇
五

年
l
月
に
就
任
し
た
現
支
配
人
は
廃
止
す
る
意
向
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
O
以
上

の
例
か
ら
見
て
も
'
こ
の
地
域
に
お
け
る
借
地
の
容
易
さ
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

⑲
　
S
t
a
a
t
s
b
l
a
d
 
v
a
n
 
N
e
d
c
r
l
a
n
d
s
c
h
-
I
n
d
i
e
,
1
8
9
5
,
n
o
.
2
4
7
,
A
r
t
.
3
b
.

⑳

　

M

.

W

.

E

.

1

3

3

.
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K

.

V

.

1

9

1

4

,

p

.

1

6

2

.

㊧
　
M
.
W
.
E
.
1
3
3
,
1
4
5
.
を
参
照
。

⑳
　
同
様
の
記
述
は
K
.
V
.
1
9
1
2
,
p
.
1
8
S
,
1
9
1
4
,
p
.
1
6
2
,
1
9
1
5
,
p
.
1
8
4
.
な
ど

に
も
見
え
る
O

⑲
　
M
.
W
.
E
.
1
G
4
.

⑳

　

K

.

V

.

1

9

1

4

,

p

.

1

6

2

,

1

9

1

6

,

p

.

1

8

2

-

1

8

3

,

1

9

1

7

,

p

.

1

8

8

-

1

8

9

,

1

9

1

8

,

p

.

I
S
O
.
な
ど
参
照
o

A
'
.
V
.
1
9
1
4
,
p
.
1
6
2
.
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第
四
章
　
糖
業
プ
ラ
ン
テ
-
シ
r
T
T
ン
と
ブ
ス
キ
社
会

先
ず
初
め
に
、
分
析
の
手
が
か
-
と
し
て
、
糖
業
の
支
払
う
借
地
料
と
、
仮
-
に
農
民
が
そ
の
土
地
区
画
を
貸
し
出
さ
ず
に
自
ら
農
業
経
営

を
展
開
し
た
場
合
に
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
収
益
と
の
比
較
を
行
な
っ
て
み
よ
う
。

①

最
初
の
例
は
一
八
九
〇
年
代
初
め
の
パ
ナ
ル
カ
ン
県
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
工
場
毎
の
借
地
料
は
第
四
表
に
示
し
た
と
お
-
で
あ
る
が
'

こ
こ
か
ら
地
税
を
支
払
う
と
貸
出
農
民
の
手
も
と
に
残
る
金
額
は
各
々
、
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ン
I
三
八
、
ア
セ
ム
バ
グ
ス
-
三
九
・
五
、
リ
ン
ギ
ソ

ア
ノ
ム
I
 
l
九
又
は
-
I
I
七
・
五
、
タ
ン
ジ
ュ
ソ
サ
リ
-
三
1
・
七
五
、
オ
レ
ア
ソ
H
l
七
・
五
、
パ
ソ
ジ
ィ
-
上
二
七
・
五
と
算
出
さ
れ
る
0

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
土
地
を
自
ら
耕
作
し
た
場
合
の
収
入
を
、
ク
ル
セ
ソ
報
告
は
次
の
よ
う
に
計
算
す
る
。

砂
糖
キ
ビ
栽
培
に
使
用
さ
れ
る
土
地
は
例
外
な
し
に
T
等
地
で
あ
る
か
ら
、
平
均
し
て
¥
ゥ
当
-
三
六
～
四
二
ピ
コ
ル
の
籾
を
産
出
し
う
る
.

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
収
穫
労
働
に
対
す
る
報
酬
b
a
w
o
n
と
十
分
の
一
税
を
引
い
て
も
平
均
三
〇
ピ
コ
ル
残
る
。
籾
の
市
場
価
格
は
プ
ラ
ジ
ュ

カ
ン
郡
が
土
l
・
六
五
/
ピ
コ
ル
、
他
の
郡
で
は
上
二
で
あ
る
か
ら
、
籾
か
ら
の
収
益
は
そ
れ
ぞ
れ
-
八
〇
、
I
九
〇
で
あ
る
.
こ
こ
か
ら
更

に
耕
作
必
要
経
費
-
二
〇
を
引
い
た
-
六
〇
、
-
七
〇
が
そ
れ
ぞ
れ
稲
作
か
ら
農
民
の
手
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
る
収
入
金
額
で
あ
る
O
次
に
、

裏
作
は
例
外
な
し
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
栽
培
さ
れ
、
こ
の
は
ぼ
1
年
半
の
貸
出
期
間
中
に
二
回
の
収
穫
が
可
能
で
あ
る
0
耕
作
必
要
経
費
を
引

い
た
後
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
二
回
分
の
収
益
は
土
二
〇
と
計
算
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
'
こ
れ
を
稲
作
か
ら
の
収
入
に
加
え
て
、
一
年
半
に
得
ら

れ
る
農
業
収
入
の
総
計
は
、
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
郡
f
九
〇
、
そ
の
他
の
郡
で
は
-
一
〇
〇
と
な
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
地
税

を
引
-
と
、
口
㌶
拝
的
に
試
作
者
の
手
も
と
に
残
る
額
は
プ
ラ
ジ
ュ
カ
ソ
工
場
の
地
域
で
-
七
八
、
7
セ
ム
バ
グ
ス
f
八
七
、
リ
ン
ギ
ソ
ア
ノ
ム
'
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タ
ソ
ジ
ュ
ン
サ
リ
へ
　
オ
レ
ア
ン
、
パ
ン
ジ
ィ
I
で
は
-
八
五
と
な
る
。
ク
ル
セ
ソ
報
告
は
、
こ
の
計
算
に
基
づ
い
て
賃
貸
は
あ
ま
-
有
利
と
は

い
え
な
い
'
た
だ
畏
民
が
そ
の
土
地
を
分
益
小
作
に
出
す
場
合
に
は
へ
そ
の
小
作
料
収
入
は
糖
業
の
支
払
う
借
地
料
と
大
差
が
な
い
と
評
価
す

3る
。第

二
番
目
の
例
は
、
M
.
X
V
.
/
/
.
4
1
0
.
に
よ
る
培
業
へ
の
貸
出
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
失
額
の
計
算
で
あ
る
O
 
f
J
れ
に
よ
る
と
先
ず
ポ
ン
ド
ウ

ォ
ソ
監
督
官
管
区
で
は
貸
出
期
間
中
に
稲
作
一
回
と
裏
作
(
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
)
二
回
の
収
穫
が
犠
牲
に
な
る
と
い
う
。
籾
の
平
均
収
量
は
こ
こ
で

は
三
五
ビ
r
一
ル
と
ぎ
れ
'
こ
れ
に
市
場
価
格
'
I
I
　
五
/
ピ
コ
ル
を
乗
じ
た
!
八
七
・
五
が
稲
作
か
ら
の
粗
収
益
で
あ
る
0
　
こ
れ
か
ら
収
穫
労

田
の
手
間
と
し
て
四
分
の
1
を
差
し
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
最
終
的
に
稲
作
か
ら
得
ら
れ
る
の
は
f
六
六
で
あ
る
O
次
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
1
回
の
収
軽
で
-
二
五
の
収
益
が
上
が
る
の
で
、
結
局
、
1
年
半
の
貸
出
期
間
に
上
げ
う
る
農
業
収
入
は
f
 
1
 
l
六
で
あ
-
、
プ
ラ
ソ
テ
ー

シ
ョ
ソ
の
支
払
う
借
地
料
-
五
〇
は
こ
れ
よ
-
!
六
六
の
損
失
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
M
.
W
.
の
記
述
で
は
こ
の
計
算
の
後
に
次
の
よ
う

な
コ
メ
ン
ト
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
こ
の
計
算
に
は
自
ら
農
業
を
行
な
う
場
合
に
生
じ
る
凶
作
の
危
険
性
だ
と
か
、
貸
出
を
行
な
っ
た

場
合
に
節
約
し
う
る
労
働
の
量
と
い
っ
た
要
素
が
含
め
ら
れ
て
い
な
い
L
t
　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
も
二
回
犠
牲
に
な
る
と
仮
定
す
る
よ
-
は

一
回
で
あ
る
と
仮
定
し
た
は
う
が
よ
い
。
ま
た
貸
出
に
間
に
合
う
よ
う
に
田
植
を
早
め
る
こ
と
が
か
え
っ
て
利
益
を
も
た
ら
す
と
い
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
少
-
と
も
貸
出
期
間
中
に
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
労
働
に
従
事
す
る
な
ら
金
銭
的
に
貸

出
が
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

次
に
ブ
ス
キ
に
関
し
て
は
貸
出
に
よ
-
犠
牲
に
な
る
収
穫
が
-
九
〇
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
パ
ナ
ル
カ
ソ
に
関
し
て
は
「
確
実

な
数
字
は
出
せ
な
い
。
土
地
の
種
類
で
あ
る
と
か
、
栽
培
さ
れ
て
い
る
作
物
が
何
な
の
か
と
か
へ
同
一
年
内
に
一
〇
〇
%
も
変
動
し
う
る
市
場

価
格
だ
と
か
、
あ
る
い
は
土
地
の
提
供
の
時
期
、
取
-
戻
す
時
期
、
耕
作
者
の
個
人
的
な
資
質
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
こ
れ
に
影
響
を
及
ぼ

す
o
収
益
は
大
ざ
っ
ぱ
に
-
八
〇
～
I
 
T
 
O
O
、
サ
ム
ピ
ア
ソ
平
地
で
は
I
 
l
二
〇
と
計
算
で
き
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
上
を
と
る
か
下
を
と

る
か
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
出
る
.
メ
ソ
バ
ー
の
ア
ダ
ム
の
計
算
で
は
'
サ
ム
ピ
ア
ソ
平
地
に
お
け
る
水
田
1
バ
ゥ
当
-
の
稲
作
一
回
と
ト
ウ

43 (193)



モ
ロ
コ
シ
作
二
回
の
収
穫
か
ら
の
純
収
益
は
-
五
〇
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
彼
以
外
の
人
々
は
こ
の
数
字
は
小
さ
す
ぎ
る
と
考
え
て
、
I
七
〇

～
八
〇
に
設
定
す
べ
き
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
.
へ
ら
れ
る
0
　
ま
た
、
こ
の
報
告
に
付
せ
ら
れ
た
福
祉
減
退
調
査
委
員
ス
ヌ
ッ
ク
・
フ
ル

フ
ロ
ー
ニ
ニ
S
n
o
u
c
k
 
H
u
r
g
r
o
n
j
e
の
意
見
で
は
、
犠
牲
と
な
る
額
は
-
一
〇
〇
前
後
へ
山
岳
地
帯
で
は
-
八
〇
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
「
こ

の
計
算
は
'
籾
と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
、
大
量
に
、
価
格
の
低
下
な
し
に
市
場
へ
運
び
込
ま
れ
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
に
だ
け
正
し
い
。
」
と
た

だ
し
書
き
が
付
け
ら
れ
、
1
九
〇
二
、
〇
三
年
の
例
を
見
る
と
ブ
ス
キ
州
全
域
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
大
豊
作
で
供
給
が
需
要
を
は
る
か
に
越
え

た
た
め
に
価
格
が
大
暴
落
し
た
、
こ
の
年
に
は
パ
ナ
ル
カ
ソ
で
販
売
さ
れ
る
皮
を
む
い
て
い
な
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、
平
年
が
ピ
コ
ル
当
-
∫

二
・
五
〇
～
I
四
な
の
に
、
I
一
・
五
〇
で
し
か
な
か
っ
た
と
し
て
、
先
の
計
算
が
現
実
に
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
最
後
に

.
ハ
ニ
ュ
ワ
ン
ギ
県
に
つ
い
て
は
、
平
均
的
収
量
が
籾
で
は
-
五
〇
へ
裏
作
は
f
二
五
で
あ
る
と
さ
れ
へ
こ
れ
を
基
準
に
損
失
額
が
計
算
さ
れ
る
0

そ
し
て
、
粗
1
回
と
裏
作
二
回
の
-
一
〇
〇
、
粗
二
回
と
裏
作
一
回
の
I
 
l
二
五
、
籾
二
回
f
一
〇
〇
も
籾
三
回
-
一
五
〇
の
四
通
-
の
ケ
ー

ス
が
考
え
ら
れ
る
と
述
.
へ
ら
れ
る
。

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
数
字
の
上
で
は
計
算
は
様
々
で
あ
-
'
こ
れ
だ
け
か
ら
嶋
業
へ
の
土
地
貸
出
が
農
民
経
済
に
と
っ
て
有
利
な
の

か
不
利
な
の
か
云
々
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
い
え
な
い
.
こ
れ
以
外
の
要
素
も
考
慮
に
入
れ
て
評
価
す
る
こ
と
t
と
-
わ
け
二
章

で
述
べ
た
よ
う
な
当
時
の
社
会
経
済
的
状
況
と
の
関
連
で
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
.
次
に
掲
げ
る
M
.
W
.
E
.
の
記
述
は
そ
う
し

た
点
を
も
含
め
た
福
祉
減
退
調
査
委
員
会
と
し
て
の
総
合
的
判
断
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
へ
そ
れ
を
見
な
が
ら
そ
の
意
味
を
考
え
て
み

た
い
。先

ず
、
ポ
ン
ド
ウ
ォ
ソ
に
つ
い
て
は
M
.
W
.
E
.
1
4
5
.
に
「
機
業
へ
の
土
地
の
貸
出
は
'
結
局
の
と
こ
ろ
へ
住
民
の
経
済
状
態
に
よ
-
な
い

影
響
を
及
ぼ
す
ー
M
.
W
.
H
.
4
1
0
.
で
は
糖
業
へ
の
土
地
貸
出
か
ら
何
故
に
住
民
に
と
っ
て
の
金
銭
的
な
不
利
益
が
生
じ
な
い
の
か
が
計
算
さ

れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
し
か
し
'
彼
ら
が
そ
れ
に
よ
っ
て
金
銭
的
に
利
益
を
得
る
こ
と
は
そ
れ
以
上
に
な
い
。
原
住
民
の
あ
の
周
知
の
不
注

意
な
性
格
か
ら
す
れ
ば
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
'
土
地
の
貸
出
が
究
桓
的
に
は
彼
ら
を
不
利
に
導
-
と
い
う
こ
と
は
容
易
に
言
う
こ
と
が
出
来
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糖業プラソテーシコソとブスキ農村社会(植村)

る
。
と
い
う
の
は
、
も
し
土
地
が
貸
し
出
さ
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
原
住
民
は
収
穫
し
た
籾
の
大
半
を
、
そ
れ
で
一
年
間
暮
す
た
め
に
倉
庫
へ
運

び
込
む
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
逆
に
貸
し
出
し
た
場
合
'
そ
の
土
地
は
持
主
に
現
金
を
も
た
ら
す
が
、
こ
の
現
金
は
す
ぐ
に
指
の
問
か
ら
滑
-

落
ち
て
無
-
な
っ
て
し
ま
う
の
で
'
乏
し
い
月
に
な
る
と
彼
に
は
粗
を
買
う
た
め
の
も
の
も
残
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
原
住
民
の
富
は
金
に

あ
る
の
で
は
な
く
'
籾
に
あ
る
の
だ
と
言
わ
れ
る
の
は
'
こ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
」
と
記
さ
れ
る
.
こ
こ
で
は
'
1
般
に
土
地
貸
出
を

契
機
と
し
て
住
民
が
ま
す
ま
す
貨
幣
経
済
に
探
-
巻
き
込
ま
れ
'
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
貧
困
化
が
進
ん
で
ゆ
-
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。次

に
ブ
ス
キ
に
関
し
て
は
　
「
土
地
占
有
者
は
土
地
の
貸
出
に
よ
っ
て
不
利
益
を
被
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
こ
で
は
籾
の
バ
ウ
当
-

収
量
が
特
に
高
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
籾
四
〇
～
五
〇
ピ
r
l
ル
の
収
穫
量
と
い
う
の
は
最
良
の
土
地
か
ら
し
か
実
現
で
き
な
い
も
の

で
あ
-
、
他
方
へ
借
地
料
は
-
四
〇
～
五
〇
へ
場
所
に
よ
っ
て
は
-
八
〇
に
も
な
る
。
こ
の
粗
収
量
か
ら
特
に
分
益
小
作
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け

の
量
の
籾
が
差
し
引
か
れ
る
の
か
を
考
え
る
な
ら
ば
(
な
ぜ
な
ら
'
水
田
占
有
者
が
自
ら
耕
作
し
な
い
場
合
に
は
'
土
地
貸
出
と
比
較
す
る
の
に
分
益
小

作
が
最
適
で
あ
る
)
へ
　
大
土
地
占
有
者
で
さ
え
も
ど
こ
で
も
自
分
で
栽
培
を
行
な
う
よ
-
'
工
場
へ
貸
し
出
す
ほ
う
を
優
先
す
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
大
土
地
占
有
者
の
中
に
は
、
借
地
料
が
公
正
な
額
な
の
か
否
か
と
い
う
点
に
何
ら
疑
問
を
抱
か
な
い
よ
う
な
者
も
い
る
。

土
地
を
全
く
持
っ
て
い
な
い
か
、
僅
か
し
か
持
っ
て
い
な
い
者
は
、
各
々
も
　
こ
の
私
企
業
か
ら
利
益
を
受
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
こ
れ
に

よ
っ
て
居
住
地
の
近
-
で
現
金
を
稼
ぐ
機
会
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
O
」
　
(
M
.
W
.
E
.
1
2
5
.
)
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
1
股
に
は
糖

業
が
住
民
経
済
に
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
と
い
う
捉
え
方
は
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
へ
そ
の
理
由
を
見
る
と
'
大
土
地
占
有
者
に
と
っ
て
の
貸
出
の

意
味
は
借
地
料
収
入
が
有
利
だ
と
い
う
こ
と
で
よ
-
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
零
細
占
有
者
に
と
っ
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
と
い
う
点
は
今
一
つ
不

明
確
で
あ
-
、
彼
ら
に
と
っ
て
手
近
な
現
金
獲
得
の
手
段
と
し
て
便
利
で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
糖
業
の
存
在
の
意
味
が
、
土
地
占
有
の
規
模
の
大
小
で
分
け
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
は
、
次
に
述
べ

る
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
に
関
す
る
記
述
で
は
よ
-
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
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即
ち
M
.
W
.
E
.
1
4
5
.
の
パ
ナ
ル
カ
ン
に
関
す
る
記
述
を
見
る
と
、
「
一
般
的
に
土
地
貸
出
の
結
果
は
経
済
的
な
意
味
で
は
艮
-
な
い
が
も

こ
の
場
合
、
大
土
地
占
有
者
と
小
土
地
占
有
者
と
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
。
」
　
と
も
　
ブ
ス
キ
と
異
な
っ
て
糖
業
に
対
す
る
評
価
は
否
定
的
で
あ

る
が
、
階
層
に
よ
っ
て
貸
出
の
意
味
が
違
っ
て
来
る
こ
と
が
明
確
に
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
大
土
地
占
有
者
と
小
土
地
占
有
者

と
に
分
け
て
、
各
々
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
-
こ
と
に
し
た
い
。

先
ず
大
土
地
占
有
者
の
場
合
t
 
M
.
W
.
H
.
4
1
0
.
に
付
せ
ら
れ
た
ブ
ス
キ
州
理
事
の
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
と
、
梧
業
地
帯
に
大
土
地
占
有
者
が

多
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
後
に
　
「
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
に
は
特
に
こ
の
類
の
大
土
地
占
有
者
が
多
い
が
へ
彼
ら
の
多
-
は
原
住
民
官
吏
や
役
人
の

階
級
に
属
し
、
別
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
。
こ
の
人
々
は
1
般
に
そ
の
水
田
を
分
益
小
作
で
耕
作
さ
せ
る
の
だ
が
、
彼
ら
は
そ
こ
に
不
在
な
の

で
、
収
穫
中
の
彼
ら
の
取
分
は
多
-
な
-
'
耕
作
者
が
日
坂
大
の
部
分
を
取
る
こ
と
・
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
ら
は
そ
の
土
地
を
喜
ん

で
貸
し
出
す
の
で
あ
る
.
な
ぜ
な
ら
へ
借
地
料
は
全
-
彼
の
利
益
に
な
-
'
彼
の
手
に
入
る
収
穫
取
分
よ
-
も
多
い
か
ら
で
あ
る
o
J
　
と
述
べ

ら
れ
て
お
-
、
特
に
不
在
地
主
の
場
合
に
は
分
益
小
作
に
出
し
て
得
ら
れ
る
小
作
料
よ
-
も
糖
業
の
支
払
う
借
地
料
の
方
が
多
い
こ
と
が
明
ら

か
に
ざ
れ
る
。
同
様
に
M
.
W
.
E
.
1
2
5
.
も
「
水
田
の
7
部
を
培
業
へ
貸
し
出
す
こ
と
が
出
来
た
場
合
、
大
土
地
占
有
者
の
状
態
は
ほ
と
ん
ど

が
良
-
な
っ
た
.
こ
の
こ
と
は
特
に
パ
ナ
ル
カ
ン
郡
に
お
い
て
不
在
地
主
の
場
合
に
よ
-
あ
て
は
ま
る
。
」
と
述
べ
、
l
九
〇
三
～
O
E
l
年
に

タ
ン
ジ
ュ
ン
サ
リ
工
場
へ
土
地
を
貸
出
し
た
大
土
地
占
有
者
1
0
名
の
収
入
1
覧
表
を
掲
げ
て
い
る
.
第
五
表
が
そ
れ
で
あ
る
.
表
に
付
け
ら

れ
た
解
説
で
は
t
 
A
～
K
の
農
民
は
土
地
を
分
益
小
作
に
出
す
の
で
、
貸
出
地
部
分
か
ら
上
が
る
実
際
の
収
入
は
高
-
見
て
も
せ
い
ぜ
い
C
籍

の
数
字
の
三
分
の
二
程
度
で
あ
る
と
い
う
。
そ
う
し
て
見
る
と
'
こ
の
一
〇
人
の
う
ち
A
、
H
の
二
人
は
借
地
料
収
入
だ
け
で
も
そ
れ
を
上
回

-
、
残
-
の
八
人
も
糖
業
で
働
い
た
-
輸
送
用
に
牛
を
提
供
し
た
-
す
る
な
ら
ば
、
分
益
小
作
に
出
す
よ
-
も
ず
っ
と
多
-
の
収
入
を
得
る
こ

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
要
因
に
加
え
て
、
大
土
地
占
有
者
の
貸
出
の
場
合
に
は
、
借
地
料
績
そ
の
も
の
が
有
利
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
l
l
さ
れ
て
.
'
.
る
'
)

即
ち
t
 
M
.
W
.
E
.
1
4
5
.
に
よ
る
と
　
「
家
族
の
手
伝
を
受
け
て
も
全
部
を
耕
す
こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
多
-
の
土
地
を
占
有
す
る
者
に
と
っ
て
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は
、
糖
業
へ
の
貸
出
は
分
益
小
作
の
適
用
と
か
、
自
由
な
労
働
に
よ
る
耕
作
よ
-
も
有
利
で
あ
る
。
ま
た
、
た
い
て
い
、
彼
は
そ
の
水
田
を
後

に
な
っ
て
初
め
て
貸
し
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
金
に
逼
迫
し
て
い
る
老
よ
-
も
高
い
借
地
料
を
得
る
。
」
と
あ
-
、
こ
れ
に
付
け
ら
れ
た
脚
註

に
よ
る
と
「
最
後
の
点
は
、
特
に
シ
ト
ク
ポ
ン
ド
郡
と
パ
ナ
ル
カ
ソ
郡
に
お
い
て
あ
て
は
ま
る
0
プ
ラ
ジ
ュ
カ
/
郡
で
は
あ
ま
-
多
-
は
な
-
、

ス
ム
ブ
ル
ワ
ル
郡
で
は
全
-
見
ら
れ
な
い
.
。
ハ
ナ
ル
カ
ソ
の
7
企
業
は
'
利
用
さ
れ
る
1
年
以
上
前
に
貸
出
さ
れ
る
土
地
に
対
し
て
は
パ
ケ
当

-
!
四
〇
を
支
払
う
が
、
そ
れ
よ
-
後
で
の
貸
出
の
場
合
に
は
-
五
〇
を
払
う
0
最
初
に
あ
げ
た
二
つ
の
郡
の
別
の
企
業
は
'
通
常
は
I
.
四
〇

～
I
五
〇
を
支
払
う
が
、
植
付
直
前
に
必
要
と
な
っ
て
初
め
て
貸
し
出
さ
れ
る
土
地
に
対
し
て
は
f
八
〇
ま
で
値
が
上
昇
す
る
。
」
　
と
い
う
の

で
あ
る
。
つ
ま
-
、
大
土
地
占
有
者
は
貸
出
す
べ
き
水
田
の
他
に
も
な
お
農
地
を
持
っ
て
お
-
、
現
金
に
逼
迫
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
'

蹟業プラソテーシ1ソとブスキ員村社会(植村)

第五表

(註)　これら全員が,これ以外にも土地を持ちており,

それを自ら耕作したり耕作させたりしている.

借
地
料
が
上
昇
す
る
時
期
ま
で
貸
出
を
控
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
0

以
上
の
よ
う
に
、
大
土
地
占
有
者
に
と
っ
て
は
二
重
の
意
味
で
貸
出
が
有
利
で
あ
っ

た
の
だ
が
、
対
極
に
お
か
れ
た
零
細
な
占
有
者
に
と
っ
て
は
糖
業
へ
の
貸
出
が
ど
の
よ

う
な
意
味
を
有
し
た
の
だ
ろ
う
か
　
M
.
W
.
E
.
1
4
5
.
は
次
の
理
由
で
不
利
で
あ
る
と

言
う
。
川
借
地
料
は
同
期
間
中
の
自
己
の
労
働
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
収
益
を
下
回
る
。

用
土
地
貸
出
は
た
い
て
い
現
金
不
足
と
い
う
こ
と
が
理
由
だ
か
ら
、
借
地
料
の
高
-
な

る
時
期
ま
で
待
て
な
い
0
個
受
け
取
っ
た
借
地
料
は
た
い
て
い
実
際
に
貸
出
の
始
ま
る

前
に
使
っ
て
し
ま
う
の
で
、
旦
履
労
働
者
な
ど
と
し
て
企
業
側
の
一
方
的
な
条
件
を
の

ん
で
働
か
ざ
る
を
得
な
い
.
囲
貸
出
期
間
中
も
地
税
と
人
頭
税
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い

の
だ
が
、
彼
ら
は
生
活
維
持
に
入
要
な
額
よ
-
以
上
は
稼
げ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
へ
厳
し

い
条
件
で
借
金
を
す
る
か
、
も
し
-
は
土
地
が
再
び
砂
糖
キ
ビ
栽
培
に
利
用
さ
れ
る
ず

い
ぶ
ん
前
に
、
次
の
貸
出
契
約
を
結
ん
で
借
地
料
を
受
け
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い
u

^7 (197)



ま
た
M
.
W
.
E
.
1
2
5
.
で
も
同
様
に
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
小
土
地
占
有
者
は
た
い
て
い
そ
の
土
地
の
貸
出
に
よ
っ
て
不
利
益

を
被
る
。
土
地
が
糖
業
の
手
で
耕
作
さ
れ
る
限
-
彼
ら
は
農
民
と
し
て
の
通
常
の
収
入
を
失
な
う
の
で
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
や
-
方
で
副
業

収
入
を
得
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
が
ど
れ
程
不
利
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
一
緒
に
労
働
契
約
を
結
ば
ざ
る
を
え
な
い
。
占
有
者
は
、
土
地
の
使
用
が

出
来
な
い
こ
の
期
問
を
通
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
状
態
に
あ
る
。
し
か
る
に
、
名
目
的
に
は
彼
は
資
本
家
で
あ
-
、
そ
れ
と
し
て
の
義

務
を
果
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
よ
-
困
難
な
こ
と
は
'
彼
の
土
地
を
買
収
す
る
た
め
に
彼
の
金
欠
状
況
が
利
用
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」

更
に
続
い
て
「
自
分
の
水
田
の
収
穫
で
生
計
を
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
土
地
占
有
者
は
、
ま
だ
水
田
に
砂
糖
キ
ビ
が
植
わ
っ
て
い
る
の
に
受
け
取

っ
た
借
地
料
を
既
に
別
の
目
的
で
使
っ
て
し
ま
っ
た
時
で
も
税
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
充
て
る
現
金
が
な
い
。
売
っ
て
金
を
作

る
よ
う
な
農
産
物
も
な
い
の
で
、
彼
は
二
～
三
年
後
の
、
次
の
砂
糖
キ
ど
の
収
穫
の
た
め
に
土
地
を
貸
出
し
て
'
法
的
に
認
め
ら
れ
た
期
間
以

前
に
貸
出
の
手
付
金
を
手
に
入
れ
よ
う
と
努
め
る
-
-
」

つ
ま
り
、
自
己
経
営
の
み
の
零
細
規
模
の
占
有
者
は
l
、
借
地
料
が
自
作
す
る
場
合
の
収
入
を
下
回
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
だ
現
金
が
直
ち

に
必
要
だ
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
の
み
貸
出
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
側
が
前

貸
金
を
支
払
っ
て
連
続
的
に
借
地
し
う
る
可
能
性
が
開
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

最
後
に
バ
ー
二
ワ
ン
ギ
に
関
し
て
は
t
 
M
.
W
.
E
.
1
2
5
.
に
よ
る
と
糖
業
へ
の
貸
出
期
間
は
二
〇
ヶ
月
で
あ
-
、
こ
の
間
の
借
地
料
は
-
≡

〇
～
五
〇
、
平
均
す
れ
ば
!
三
五
で
あ
る
、
他
に
何
ヶ
月
間
か
は
農
園
で
旦
展
労
働
が
出
来
る
の
だ
が
、
こ
の
間
に
失
な
う
籾
の
収
軽
が
三
回

で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
貸
出
は
得
で
は
な
い
、
た
だ
、
借
地
料
の
前
払
の
お
か
げ
で
高
利
貸
の
手
か
ら
は
逃
れ
る
こ
と
が
出
来
る
と
述

べ
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
,
f
1
に
各
県
毎
に
必
ず
し
も
評
価
は
1
定
し
な
い
が
'
大
土
地
占
有
者
と
零
細
占
有
者
と
で
は
貸
出
の
意
味
が
異
な
る
と
い
う
、
'
ハ

ナ
ル
カ
ソ
に
つ
い
て
み
ら
れ
た
評
価
は
、
州
内
各
地
と
も
二
章
で
明
ら
か
に
し
た
如
く
所
有
の
分
解
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
'

大
な
-
小
な
-
ど
の
地
域
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
以
下
'
こ
の
点
を
手
が
か
-
に
、
権
業
の
借
地
が
ブ
ス
キ
員
村
社
会
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糖業プラソテ-ショソとブスキ農村社会(植村)

に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
え
て
み
た
い
。

M
.
W
.
E
.
1
4
0
.
に
よ
る
と
'
「
た
だ
大
土
地
占
有
者
だ
け
が
へ
借
地
料
を
生
産
的
に
使
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
貸
し

出
さ
な
い
土
地
部
分
で
生
計
を
立
て
る
の
に
充
分
な
だ
け
の
も
の
を
得
る
か
ら
で
あ
る
0
だ
か
ら
彼
ら
は
'
そ
れ
を
税
支
払
や
祭
礼
の
た
砂
鞍

費
し
な
い
隈
と
牛
や
土
地
を
購
入
し
た
-
'
貸
し
た
㌢
す
る
。
」
(
パ
ナ
ル
カ
ソ
県
)
と
あ
-
、
大
土
地
占
有
者
に
と
っ
て
借
地
料
収
入
が
、
そ

れ
を
直
接
に
土
地
に
投
資
す
る
、
あ
る
い
は
貸
し
付
け
る
こ
と
を
通
じ
て
そ
の
占
有
を
更
に
拡
大
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
点
で
や
や
特
殊
な
例
で
は
あ
る
が
'
当
時
、
'
ハ
ナ
ル
カ
ソ
県
に
は
米
や
土
地
も
牛
の
取
引
で
得
た
収
入
を
土
地
に
投
資
し
t
 
f
七
〇
〇
〇

〇
か
ら
-
八
〇
〇
〇
〇
と
評
価
さ
れ
る
広
大
な
土
地
を
持
っ
て
い
る
二
人
の
寡
婦
が
お
-
、
彼
女
達
は
土
地
の
多
-
を
糖
業
へ
貸
出
し
て
い
た

③

が
こ
の
収
入
で
更
に
土
地
を
買
い
拡
げ
て
い
る
と
の
報
告
も
み
ら
れ
る
。

逆
に
小
土
地
占
有
者
に
と
っ
て
は
M
.
W
.
E
.
1
2
5
.
に
「
そ
の
土
地
を
砂
糖
キ
ビ
栽
培
の
た
め
に
貸
し
出
し
た
小
土
地
占
有
者
は
'
時
が
た

て
ば
必
ず
そ
の
土
地
を
失
な
う
と
は
結
論
で
き
な
い
が
、
土
地
を
貸
し
出
し
て
い
る
場
合
の
方
が
ず
っ
と
自
分
で
耕
作
す
る
場
合
よ
-
も
、
や

-
そ
こ
な
い
と
か
病
気
の
た
め
に
土
地
を
失
な
う
機
会
が
多
い
と
い
う
結
論
は
認
め
ら
れ
る
。
」
　
と
あ
る
よ
う
に
糖
業
の
借
地
が
土
地
喪
失
を

促
進
す
る
契
機
で
あ
る
と
の
評
価
が
な
さ
れ
る
。
同
所
に
載
せ
ら
れ
た
シ
ト
ゥ
ポ
ソ
ド
郡
の
1
デ
サ
の
例
で
は
、
土
地
を
貸
出
し
て
い
る
九
五

人
の
小
土
地
占
有
者
の
う
ち
'
六
年
間
に
1
九
人
の
占
有
者
が
交
替
し
た
が
、
こ
の
う
ち
相
続
な
ど
に
よ
る
八
例
を
除
-
〓
例
が
現
金
獲
得

の
た
め
の
売
却
で
あ
る
.
即
ち
へ
八
例
が
恒
久
売
却
d
i
o
e
w
a
l
 
i
l
a
h
g
,
ニ
例
が
買
戻
し
権
付
売
却
d
j
o
e
w
a
l
 
g
a
d
e
で
あ
-
、
後
者
の
う
ち

二
例
で
は
元
の
占
有
者
が
買
戻
し
権
を
行
使
し
た
の
で
'
結
局
、
九
名
が
土
地
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
土
地
喪
失
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
、
。
ハ
ナ
ル
.
カ
ソ
の
レ
へ
ソ
ト
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
r
買
戻
し
権
付
売
却
d
j
o
e
w
a
l
 
g
a
d
e

に
よ
っ
て
占
有
者
は
1
-
二
ル
ピ
ッ
ト
l
o
e
p
i
t
(
1
b
a
o
e
十
8
g
□
R
R
)
を
失
な
う
0
　
こ
れ
は
、
特
に
糖
業
が
土
地
を
使
用
す
る
三
年
前
に
借
地

料
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
周
知
の
よ
う
に
砂
糖
キ
ビ
を
栽
培
し
た
直
後
の
耕
地
は
籾
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
量
が
落
ち
る
が
、

納
め
る
べ
き
地
税
は
こ
れ
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
-
元
の
ま
ま
で
あ
る
.
こ
の
義
務
を
果
す
た
め
の
金
や
生
活
費
を
得
る
た
め
に
へ
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土
地
占
有
者
達
が
知
っ
て
い
る
唯
1
の
抜
け
道
は
、
土
地
を
工
場
へ
貸
し
出
す
l
J
と
を
約
束
し
て
借
地
料
の
前
払
い
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
0

と
こ
ろ
が
、
こ
の
金
額
で
は
生
計
を
維
持
す
る
の
に
足
ら
な
い
の
で
'
彼
は
買
戻
し
権
付
で
土
地
を
売
る
(
g
a
d
e
)
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
あ

る
土
地
が
I
 
1
 
O
O
の
担
保
に
さ
れ
た
と
す
る
。
も
し
、
こ
の
借
金
の
返
済
に
充
分
な
金
が
す
ぐ
に
集
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
こ
の
土
地
は

工
場
へ
貸
し
出
さ
れ
借
地
料
が
手
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
が
'
そ
の
結
果
へ
金
貸
し
の
方
も
そ
の
金
額
に
応
じ
て
貸
し
た
額
面
を
引
き
上
げ
る
.

か
-
し
て
更
に
取
引
が
進
み
元
来
の
占
有
者
の
債
務
が
そ
の
土
地
の
実
際
の
価
値
に
達
す
る
と
買
戻
し
権
付
売
却
d
j
o
e
w
a
l
g
a
d
e
か
ら
普
通

④

の
売
却
d
j
o
e
w
a
l
 
i
l
a
n
g
　
へ
と
移
行
す
る
の
で
あ
る
0
」
細
部
に
不
明
な
点
は
多
い
が
、
小
土
地
占
有
者
が
土
地
貸
出
を
契
機
に
債
務
を
重
ね

て
ゆ
き
、
遂
に
は
土
地
を
失
な
う
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
権
業
の
借
地
は
大
土
地
占
有
者
を
益
々
豊
か
に
し
て
そ
の
占
有
を
拡
大
さ
せ
る
1
方
、
小
土
地
占
有
者
を
没
落
さ
せ
る
の

で
あ
っ
た
。
l
J
の
意
味
で
、
ブ
ス
キ
州
に
お
け
る
糖
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
m
ソ
は
、
二
章
で
明
ら
か
に
し
た
農
民
層
の
分
解
の
原
因
の
1
つ
で
あ

-
、
分
解
を
1
層
進
め
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
.
ま
た
へ
逆
に
そ
う
す
る
l
J
と
に
よ
っ
て
、
大
土
地
占
有
者
は
そ
の
利
益
の
拡
大
の
た

め
に
、
ま
た
小
土
地
占
有
者
は
そ
の
窮
乏
の
ゆ
え
に
土
地
を
貸
し
出
す
と
い
う
状
況
を
1
層
拡
大
L
t
自
ら
の
借
地
の
条
件
を
よ
-
容
易
に
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
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①
こ
れ
ら
の
う
ち
'
強
制
栽
培
制
度
に
参
加
し
て
い
た
オ
レ
ア
ソ
'
リ
ン
ギ
ソ
ア

ノ
ぶ
,
パ
ソ
ジ
ィ
-
三
工
場
は
1
八
七
1
年
に
政
庁
と
の
契
約
更
新
を
行
な
っ
た

が
'
そ
の
際
'
強
制
栽
培
用
に
供
出
さ
れ
る
土
地
二
ハ
ウ
に
つ
い
て
良
民
に
支
臥

ぅ
補
償
額
を
-
五
〇
と
定
め
'
こ
れ
と
別
に
4
1
玉
の
地
税
を
免
除
す
る
こ
と
に

.
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
工
場
で
は
強
制
栽
培
の
段
階
的
縮
少
の
開
始
当
初
'
「
自
由
」

‥
士
z
i
'

.
i
i
?
L
t
.
'
一
・
=
・
I
*
∵
一
'
〓
一
・
*
サ
,
C
・
-
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玉
を
支
払
っ
た
が
'
糖
価
が
低
い
こ
と
と
、
工
場
の
オ
ー
ナ
ー
や
融
資
者
か
ら
の

経
費
節
減
の
要
求
に
よ
っ
て
'
1
八
八
五
年
'
八
六
年
に
'
第
四
表
に
示
し
た
額

せ
ュ
J
引
き
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た
と
い
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あ
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要
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。
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糖業プラソテーシヲソとブスキ良村社会(枝村)

お
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本
稿
で
は
、
'
フ
ス
キ
州
に
お
け
る
唐
業
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
の
展
開
が
農
民
層
分
解
を
促
進
す
る
役
割
を
果
し
た
こ
と
を
、
唐
業
の
借
地
の

問
題
を
分
析
す
る
f
J
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
.
こ
の
点
で
'
梧
業
の
展
開
は
前
稿
で
分
析
し
た
ス
ラ
バ
ヤ
の
場
合
と
は
全
-
逆
の
役
割
を

担
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
差
異
の
生
じ
る
基
本
的
な
要
因
は
、
や
は
-
共
同
占
有
と
世
襲
的
個
人
占
有
と
い
う
水
田
占
有
形
態
の
違

い
に
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

筆
者
の
当
面
の
問
題
関
心
は
'
ジ
ャ
ワ
近
代
の
農
村
社
会
構
造
の
特
質
を
解
明
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
土
地
所
有
関
係
に
影

響
を
与
え
る
よ
う
な
複
雑
に
入
-
-
ん
だ
諸
要
素
を
解
き
ほ
ぐ
し
て
地
域
的
時
代
的
な
差
異
を
明
ら
か
に
し
、
い
-
つ
か
の
典
型
を
設
定
す
る

こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
O
本
稿
で
取
-
上
げ
た
ブ
ス
キ
の
糖
業
地
帯
の
例
も
、
そ
の
作
業
の
1
つ
で
あ
る
.
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La plantation de canne à sucre et  la société 

rurale en Java, cas de la residentie Bezoeki 

Yasuo UEMURA 

De la fin du XIX" siècle au début du XX" siècle en Java, la plantation 
de canne à sucre se  développait, d'une part dans la région Centre-Est 
où la plupart de la rizière inondée avait appartenu à la propriété com- 
mune, e t  d'autre part dans la région de Oust-hoek où la plupart avait 
appartenu à la propriété privée. J'ai fait porter cet article sur la 
residefztie Bezoeki de Oust-hoek afin de la comparer avec la région 
Centre-Est, que j'ai autrefois étudiée. 

Or, dans cette residentie, de quelle façon le terrain pour la plantation 
était-il acquis, e t  quelle influence en subissait la société rurale? La 
conclusion est suivante: la location de terre par les entrepreneurs suc- 
rièrs accélérait la différenciation de la paysannerie, tandis que, dans 
la région telle que Soerabaja où la propriété commune était prédomi- 
nante, elle tendait à conserver l'égalité communautaire. 




